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去る6月25日に、木村専務理事の後
任として当協会の専務理事に就任いたし
ました。この誌上をお借りして一言ご挨拶
申し上げます。
私は、大学卒業後民間企業等を経て平

成元年に東京都庁に入庁し、都庁職員と
して34年間東京都の行政に携わってまい
りました。水道局、港湾局、厚生省など様々
な業務に携わってまいりましたが、長くか
かわっていたのは東京オリンピックと環境
行政の業務です。
オリンピックの関係では2016年大会の

招致活動で計画課長や国際関係の業務に
携わり、2020年大会の開催にあたっては
オリンピック会場となった海の森水上競技
場等の6つの都立施設の開設準備と大会
開催時の施設管理などにあたりました。
環境局では、地球温暖化対策を担当す

る都市地球環境部等で、都の気候変動対
策を国際的に発信する国際環境協力の仕
事に携わり、COP（気候変動枠組み条約
締結国会議）関連会議をはじめ多くの国
際会議で都の取組を発信しCO2削減へ向
けた世界の大都市の連携に係わってきま
した。部長時代には環境アセスや、大気・
水質・化学物質等の規制・改善にかかわ
る環境改善の業務にも携わりました。

廃棄物に係る知識・経験は多くはあり
ませんが、今般、鈴木会長はじめ、当協
会の皆様に温かく受け入れていただき大
変有難く、感謝しております。
さて、今日、産業廃棄物処理の事業は

適正処理にとどまらず、資源循環・循環
経済を支える重要な役割を担っています。
今年5月に開催されたG7広島サミットで
も循環経済の実現へ向けた取組が多く謳
われるなど資源循環が重要な課題とされ
ており、産業廃棄物処理業界は循環経済
を支える中心的な役割を期待されていま
す。
一方、業界や当協会では制度改正や人

材確保、DXへの対応、健全財政の維持
など多くの課題も山積しています。
会長、理事、会員の皆様とのコミュニ

ケーションを密にし、これらの諸課題にス
ピード感をもって取り組むとともに、循環
経済の担い手としての発信にも努めてま
いります。
最後になりますが、会員各位及び関係

者の皆様のご指導、ご鞭撻を切にお願い
申し上げて、就任の挨拶とさせていただき
ます。どうぞよろしくお願いいたします。

東京都産業資源循環協会　専務理事

鈴　木　研　二

専務理事に就任して

就 任 の ご 挨 拶

都議会で太陽光発電設備のリサイクルを質疑

令和５年第１回都議会定例会 予算特別委員会締め括り質疑（令和 5 年 3 月 20 日）
において、自民党の伊藤しょうこう議員が太陽光発電設備のリサイクルについて質問
したので、その議事録を掲載する。

	 協会事務局

	○ 伊藤しょうこう議員
住宅用太陽光発電設備のリサイクルについて伺います。
太陽光パネルの義務化により、将来廃棄されるパネルや蓄電池も増えることが予

想されます。こうした設備がしっかりとリサイクルできる資源循環の流れを推進する
ことが重要です。
住宅用の太陽光パネルについては屋根に設置されるため、高所かつ狭い場所での

撤去作業や、一件当たりの廃棄量が少なく、収集運搬等が非効率なため、事業用と比
べ費用が割高になるといわれています。パネル義務づけを進める都は、こうした課題
を踏まえ、リサイクル体制の構築に責任を持って取り組むべきと考えます。
そこで、二年後の義務化施行に向けて、どのようにリサイクルに取り組むのか、都

の見解を伺います。

	○ 環境局長
太陽光パネルや蓄電池等の設備は、将来の本格廃棄を見据え、環境負荷の少ない

効率的なリサイクル体制を整えていくことが重要でございます。
都は、平成三十年度から検討を開始し、今年度、解体業者等関係者による協議会

を立ち上げ、住宅用パネルについて、取り外しマニュアル等を策定するとともに、首
都圏のリサイクル施設をホームページで紹介してまいりました。
また、調査等により、住宅用のパネルのリサイクル費用は、埋立処分と比べ一キ

ロワット当たり二万五千円程度割高になっていることが明らかになりました。
そのため、その費用につきまして来年度から補助を行い、リサイクルへの流れを確実
なものにしてまいります。
加えて、今後は、蓄電池も含めた廃棄実態の把握に努め、将来の住宅用太陽光パ

ネルや蓄電池等の効率的なリサイクル体制の検討を進めてまいります。
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新入会員と協会役員との懇談会

東京都産業資源循環協会は、令和 5 年 6 月21日㈬ 13 時 30 分より協会会議室において、
新入会員と協会役員との懇談会を開催した。2022 年 10 月から 2023 年 3 月に入会した
正会員 1 社、賛助会員 6 社を対象に開いたもので、5 社が出席した。

	 （取材　塩沢  美樹）

後列左から  鈴木 専務理事、都築 常任理事、細沼 副会長、五十嵐 副会長、二木 常任理事
前列左から  田平 氏（JOMYAKU）、近藤 氏（ファンファーレ）、海野 氏（ティプロ）
	 鈴木 会長、川村 氏（日本トリム）、土屋 氏（アクティオ）

	■ 次第

1.	 会 長 挨 拶	 ［鈴木宏和 会長］
2.	 出 席 者 自 己 紹 介
3.	 協会事業の状況について	 ［鈴木研二 専務理事］
4.	 新入会員との意見交換
5.	 記 念 撮 影
6.	 閉 会
			   ◉出席者一覧は 8 ページ

	■ 自己紹介・意見交換（抜粋）
㈱ ティプロ  海野 氏：　賛助会員として

入会していました
が、今年3月から正
会 員 と な り ま し
た。産業廃棄物収
集運搬業とコンサ
ルティングをメイ
ンの業務としてお

ります。産業廃棄物収集運搬業許可
は47都道府県、特管産廃では８都府
県の許可を取得しており、様々な廃
棄物処理に対し、当社独自の全国
ネットワークにより、お客さまのご
要望に合わせた処理方法をご提案し
ています。協会会員のお客様も数多
く取り扱いさせていただいていま
す。

	 　協会の取組を勉強させていただ
き、ご協力できることがあれば、よ
ろしくお願いいたします。

	 　協会に対する質問ですが、委員会
活動や研修会に参加するにはどうす
ればいいのでしょうか。

協会役員：　各委員会・部会が企画開催
する研修会等の行事については、会
員のどなたでも参加いただけます。
ホームページやメールでご案内して
いますので、ぜひメールアドレスを
ご登録ください。

	 　各委員会の活動は、機関誌でも紹
介していますので、ご覧になってく
ださい。

	 　委員会の委員は定員数が決まって
おりまして、現在はすべて埋まって
います。任期は２年です。

ファンファーレ ㈱  近藤 氏：　産廃に特
化したAI配車サービスを提供してい
ます。たとえば
AIで廃棄物の収
集運搬ルートを
自動作成すると
いったシステム
です。

	 　 正 会 員 の 皆
様と情報交換させていただき、業務
の課題をヒアリングしていきたいで
す。

	 　さらに、協会の会員数を増やして
いくにあたって、できることがあれ
ば貢献したいと思っています。弊社
は、AIを導入された企業の成功また
は失敗事例の情報を多く持っていま
すので、DXに関する勉強会でしたら
企画からご協力できます。この勉強
会に参加してよかったと会員の皆様
に感じていただければ、会員を増や
すための一助になるのでは、と推測
しています。

協会役員：　収集運搬委員会でプレゼン
テーションをされたと聞いています
が、中間処理業者で収集運搬も行っ
ている会社にもPRしたらよいのでは
ないでしょうか。中間処理委員会で
もプレゼンしてみては。

近藤 氏：　当社のシステムには中間処
理施設で渋滞が起きないようAIが到
着時間を調整するという機能もある
ので、中間処理業の会員の皆様にも
お話させていただきたいです。

協会役員：　最近、当協会の賛助会員さ
んにもIT系の会社が増えていますが、
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それぞれ独自のシステムなので、バ
ラバラだと使いづらいかもしれませ
ん。協会会員専用のベーシックプラ
ンを共同開発できれば、多くの会員
が利用できるのではと思います。

近藤 氏：　いろいろとアイデアをいた
だけました。

㈱ 日本トリム  川村 氏：　当社は、水だ
けで42期やってき
ている上場会社で
す。国から医療機
器として認可され
た 整 水 器 を 取 り
扱っております。
多くの会社様に社

員の健康のためということで導入い
ただいておりますし、個人で導入さ
れる方もおられます。

	 　昨年、協会のいくつかの委員会・
部会において熱中症対策や社員の
健康管理の位置づけとしてプレゼン
テーションをさせていただきました
が、より多くの会員の皆様に知って
いただく機会を増やすにはどうした
らよいでしょうか。

協会役員：　定時総会や賀詞交歓会の
会場に、賛助会員の皆様の事業をご
紹介するコーナーを提供しています
が、出展されたことはありますか。

川村 氏：　まだ出展したことはありま
せん。

協会役員：　定時総会や賀詞交歓会に
は、かなりの数の会員が来訪するの
で、その場で名刺交換したり、自社
の事業説明をするなど、営業活動に

ぜひご利用ください。
	 　ところで、素朴な質問ですが、こ
の機器は蛇口に繋げて使うのです
か。

川村 氏：　蛇口直結型の整水器という
医療機器になります。

協 会 役 員 ：　最近は皆さんミネラル
ウォーターを買って飲んでいますよ
ね。うちの社員もそうなので、関心
があります。

川村 氏：　当社の整水器は、医薬品
医療機器等法に規定された管理医療
機器であり、水を飲むだけで「胃腸
症状の改善」効果が認められていま
す。

	 　近年は新型コロナウイルス感染症の
感染拡大もあって、従業員の健康管
理と企業の経営管理の両立を目指す
「健康経営」を重要視する企業が増
えています。健康経営の取組の一つと
して、ぜひ導入をご検討いただければ
と思います。

JOMYAKU㈱  田平 氏：　受注の受付か
ら配車手配までカ
バーするサービスを
提供しています。
データ分析の機能も
あり、車両の稼働
率や従業員ごとの
作業の可視化、た

とえば、この従業員は手積み作業が
多いといった分析も可能です。

	 　私はこの業界に入って3年目ほどで
すので、皆さまから色々とご意見を
いただいて、一緒にできる方法を探

るような形で貢献できれば嬉しいで
す。最近は、趣味でチャットGPTを利
用しているのですが、そういったも
のを活用して、受付を自動でできな
いか、などと考えています。よろし
くお願いいします。

	 　当社のサービス内容については、
機関誌第393号に投稿を掲載していた
だきましたので、そちらもご一読い
だただければと思います。

	 　協会に対する質問は、今後５〜
10年かけてこの業界の中で何をし
ていかなければならないのか、どう
していきたいのか、ということで
す。人の採用や教育、排出事業者と
のパワーバランスをどうにかしたい
など、様々な課題があると思います
が、ご意見を聞きたいです。

協会役員：　この業界の年収が他業種の
大企業に近づくためにも、省人数、
省力化して生産性をあげたいと考え
ています。

協会役員：　うちはずいぶん前からド
ライバーを時間で管理しています
が、ルートまでは管理ができていま
せん。配車担当者が、より効率の良
いルートを指示できるようにするな
ど、業務効率化を検討中です。

協会役員：　さきほども話題に出ました
が、IT系のサービスを提供する賛助会
員さんが増えていますが、A社のここ

4 4

と、B社のここ
4 4

を繋げられないか、な
どと感じることがあります。

協会役員：　協会で脱炭素の取組調査を
受託したので、大手ゼネコン、高層
ビルの管理会社、印刷大手などを調

査したところ、Scope3の観点で、運
搬部門でいかに効率化を進めて徹底
的にCO2を出さないかということに関
心が高いことがわかりました。排出
事業者とのパワーバランスにも関係
してくると思います。

田平 氏：　色々なご意見をありがと
うございました。当社でも、当社の
サービスを排出事業者にも使ってい
ただく方法はないかと考えていま
す。収集運搬部門だけじゃなく、こ
れなら使いたいという付加価値をつ
け、当社のサービスを通じて売上利
益を伸ばしてもらうには、というこ
とを考えています。

㈱ アクティオ  土屋 氏：　建設機械のレ
ンタル会社です。
56年前に水中ポン
プから始まって、
今では発電機、バッ
クホー、フォークリ
フトなど広範囲に
機器を取り扱って

おります。
	 　レンタル会社というのはメーカーか
ら購入して貸し出すわけですが、最近
はそれだけではだめだと、様々な付加
価値を現場から求められておりまし
て、最近よく言われるのが安全装置で
す。当社で安全装置を取り付けて提供
するということもしています。

	 　今回、入会した経緯ですが、人と
の接触防止など安全に関するご相談
があり、対応させていただいたこと
をきっかけに入会のお誘いをいただ
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出席者一覧	 （順不同、敬称略）

会社名／役職・氏名 所在地

正 会 員
㈱ ティプロ
　営業部 部長	 海 野 智 裕

京都府京都市下京区四条通室町東入函谷
アーバンネット四条烏丸ビル 6 階
　☎ 075-279-4276

賛 助 会 員
ファンファーレ ㈱ 
　代表取締役	 近 藤 志 人

東京都新宿区四谷本塩町 2-8
A YOTSUYA 1NW/2
　☎ 050-1748-2697

賛 助 会 員
㈱ 日本トリム
　係長	 川 村 貴 士

大阪府大阪市北区梅田 2-2-22
ハービス ENT オフィスタワー 22 階
　☎ 06-6456-4600

賛 助 会 員
JOMYAKU ㈱
　代表取締役	 田 平 誠 人

東京都千代田区四番町 6
東急番町ビル
　☎ 03-5745-3905

賛 助 会 員
㈱ アクティオ
　専任部長	 土 屋 敏 明

東京都中央区日本橋 3-12-2
朝日ビルヂング 7 階
　☎ 03-6854-1417

きました。会員の皆様の施設では、
機械はほとんど購入されていてレン
タルすることはないと思いますが、
設備の保守管理の際に、高所作業車
をレンタルしていただいたという事
例もありますので、皆様のお役に立
つことがあればぜひ支援させていた
だきたいと思っております。

	 　会員の皆様のニーズやお困りごと
を勉強していきたいです。

協会役員：　安全装置の話がでました
が、場内で10km/h以上出ないように
できないかなど、色々なメーカーに
相談していますが、なかなか対応し
てもらえません。メーカーが取り付
けないのに御社では対応していただ
けるのですか。

土屋 氏：　たとえばバックホーは、
過荷重になると警告ブザーが鳴りま
すが自動で停止することはなく、オ
ペレーターが作業を続ければ事故に

繋がってしまいます。当社では停止
するように回路を組んで対応したり
しています。ただ、最近では配電盤
のようなものが無く、改造が難しい
という問題があります。ですが、現
場が困っていることを何とかしよう
というのが、私どもの使命だと思っ
ていますので、メーカーに言っても
やってくれないというときには、ぜ
ひ当社にご相談ください。

協会役員：　安全衛生推進委員会で年に
1回研修会を開催しています。先日、
重機メーカーとフォークリフトメー
カーから安全の取組に関する講習を
してもらいました。アクティオさん
にも安全対策の講習をお願いするこ
とがあると思いますので、よろしく
お願いいします。

	 　それでは、予定の時間になりまし
た。皆さまどうもありがとうござい
ました。

このたび、当協会より令和５年度公益社団法人全国産業資源循環連合会会長表彰
「地方功労者」３名、「優良事業所」１社、「地方優良事業所」５社、「優良従事者」４

名の方々が受賞されました。
なお、昨年より全国産業資源循環連合会の総会では、表彰式を執り行わないこと

となっておりますので、本誌面にて受賞された方々を発表させていただきます。
皆さま、おめでとうございました。

受賞された方々
（順不同、敬称略）

❀ 地方功労者表彰　（３名）
篠 原 周 治	 ㈱ 五十嵐商会　代表取締役副社長 
千 明 賢 人	 ㈱ メッドトラスト東京　代表取締役
相 川 和 政	 ティー・ビー・ロジスティックス ㈱　代表取締役社長

❀ 優良事業所表彰　（１社）
有明興業 株式会社

❀地方優良事業所表彰　（５社）
株式会社 明和運輸
コトブキ環境 株式会社
オーエム通商 株式会社
株式会社 ハイシステム
株式会社 リーテム  東京工場

❀ 優良従事者表彰　（４名）
菅 野 み ゆ き	 高俊興業㈱
浦 野 善 勝	 ㈱ 都市環境エンジニアリング
原    美 紀	 ㈱ 三凌商事
浅 水 新 一	 ㈱ 京葉興業

皆さまの益々のご活躍を祈念申し上げます。

令和５年度 公益社団法人 全国産業資源循環連合会 会長表彰
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東京都廃棄物審議会で災害廃棄物処理計画が議論された

東京都災害廃棄物処理計画の改定を議題とする東京都廃棄物審議会が令和 5 年 5
月 18 日に開催され、当協会鈴木会長も出席した。オンラインで傍聴をしたので、審
議会委員の方々のご意見を中心にここに記載する。

なお、東京都災害廃棄物処理計画の改定（中間のまとめ）は、6 月 29 日までパブリッ
クコメントの募集がなされた。9 月上旬の審議会を経て、新計画は 9 月下旬に策定予
定である。	 事務局長　木村 尊彦

○高橋委員（東京商工会議所）
今回、民間事業者との連携というところも打ち出されて非常にありがたい。
水害の場合の片付けごみがキーワードになる。荒川水系や多摩川水系を考えると、水

害被害地域は、商業地域、商店、倉庫や工場が集積している地域になるので、そこから
出てくる片付けごみ量も推計すべき。
中小事業者にとってはどうしていいのか分かりづらいので、中小の、例えば飲食店向け

の水害時の事前の対策、事後の対策の啓発も検討されたい。
○東京都環境局
今回、示したのは、水害では、全壊、半壊、床上浸水、床下浸水が発生するとどの程

度の廃棄物が出るかといったところ。
事業者向けの普及啓発は、今後の検討課題とする。

○鬼沢委員（NPO 法人持続可能な社会をつくる元気ネット）
合同処理本部の設置は非常に重要だが、やはり平常時からの訓練・演習が重要になる。
平常時からの訓練・演習をスムーズにしていくためにも、平常時からいろいろ相談がで

きる形にしておく必要がある。それには、設置本部の中に災害廃棄物専門官を明確にし
ておいて、相談がしやすく、その人と連携しながら平常時から訓練とか演習ができるよう
な形にしておくのがよい。
○東京都環境局
毎年自治体の職員を対象とした訓練を実施している。最近では区市町村がつくった災

害廃棄物処理計画に基づいて、いわゆる図上訓練を行っている。
今後、各合同処理本部等設置した際には、我々の知見も活用しながら演習等を行って

ほしい。

○大石委員（（公社）日本消費生活アドバイザー・コンサルタント・相談員協会）
避難所などで生活することによって、日常出ないような廃棄物が災害後に増えてくる。

避難所での汚物、下水道が止まってしまった場合の紙おむつの増大について、高齢社会

になっているので、考慮しておく必要がある。
○東京都環境局
避難所ごみをこの計画の対象にしている。一方で個々の品目をどうするかはこの計画の

中では盛り込んでいない。災害廃棄物の大枠の中で処理をしてもらう。

○平湯委員（武蔵野大学経済学部教授）
便乗ごみは大きな検討をしておかなければならないものである。住民が出す場合と、

どさくさに紛れてほかのところから持ってくる場合もあるので、例えば車のナンバーを確
認するとよい。
都民への啓発で、日頃から使わないもの、退蔵品はちゃんとしておきましょうと提案し

ておくことが重要である。
○東京都環境局
便乗ごみについては、一次仮置場のところで記録を取る形で、他県ナンバーについて

入れさせてないと、この計画に盛り込んでいる。
退蔵品については、都民の役割、事業者の役割のところにも今回新たに記載した。

○村上委員（東京大学大学院工学系研究科教授）
実際に災害が起きてしまったときの初期段階での情報伝達について、ホームページで

市区町村が発信されている内容で、アップデートの能力が違って、更新できたりできなかっ
たりすると思う。実際の正しい情報と齟齬があるとか、市区町村間でそろっていない話を
出していて整合性が取れているのか気にはなる。都のページにリンクをとばしてしまうだ
けに限定させてしまうとかもあり得る。
○東京都環境局
災害時のごみの出し方等については、基本的には区市町村。各区市町村でルールが違い、

都が統一するのは難しい。今回は参考資料でツールの利用を示したので、それを参考に
区市町村で周知を図ってほしい。

○佐藤委員（弁護士）
産業界でも相当の廃棄物が出てくる。産業界のほうは保険や事業継続の観点から、早

期の事業開始あるいは継続をすると思うので、産廃に関することは重要である。
九都県市との連携も含めて現実には対応していただきたい。

○東京都環境局
自治体だけで処理できないところも多々あるので、産業界との連携は非常に重要と考え

ている。
現状都として協定を結んでいるところが産業廃棄物の業界団体だけというような事情

もあるので、今後新な連携についても模索したい。

○戸部委員（（公社）東京都リサイクル事業協会）
私たちの協会は、災害が起こった後、多くは車を出してその災害廃棄物を片づけるお

東京都廃棄物審議会
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手伝いをしてきた。水害に対しては、我々の車両の置き場は東京の東側、荒川に沿った
ところが多いので、自分たちの車をまずどこかに避難させなければならないから、いち早
い緊急情報が必要になってくる。それと車庫を少し盛り土をして少しでも高くしようか、
水深が2メートルからになると車両をどこかに避難させなければならない。組合ではこの
避難先が見つからず悩んでいる。今後、都のほうで相談に乗っていただきたい。
車庫が災害にあった場合、半年近く車両が手に入らなくなってしまう。我々協会として

都と話をしたい。同じような問題が東京都産業資源循環協会もあると思うので、機会があ
れば我々と相談に乗っていただきたい。
○東京都環境局
承知した。車両が沈むのは非常に大きな問題なので、今後御意見をいただきたい。

○高崎委員（（一社）日本建設業連合会）
初期の初動のときは、余裕がない。トラックスケールを設置して正確な搬出入量を把

握することも検討するとあるが、トラックスケールを運ぶことが難しい状況も結構あると
思う。目視で、容積、何リューベとかを記録する方が現実的だ。
最悪な場合を想定した書き方、順序というのがいい。
特に、パソコンを使わないとできないようなことが書いていないかとか、本当の最悪の

場合を想定した書き方になっているか見直したほうがいい。
○東京都環境局
必要に応じてトラックスケールを設置する、その次の段には設置していない場合という

記載になっているので、順番を入れ替えることなどを検討する。
10トントラックで搬出する場合などに積載量を超過しないことは求められる。
非常災害時には、台数や車両の種類等を記録して、毎日、どれくらいの搬入量があっ

たか管理していこうということである。

○高崎委員
分別の記載もあるが、細かな分別は難しいと思うので、最低限燃えるもの・燃えないも

のに分けるとか、過去の災害事例を参考にしながら具体的に書いてあげると慌てなくてい
い。

○森本会長（早稲田大学法学部教授）
水害の場合に汚泥をどうするかというのは結構大きな課題である。汚泥そのものの量

が多い。この汚泥が例えば家電製品に付着して、洗浄しなくてはいけないということもあ
る。夏場は、乾燥してそれが飛散して病気のもとになる。どこかで配慮されたい。
水害の場合は生ごみがかなり出てくる。腐敗性の廃棄物の回収というのは急ぐ必要が

ある。感染性、あるいは危険性のある廃棄物について特別に書いたらいい。
オープンスペースについて、国有地も区の所有地もあるが、民間のオープンスペース

を活用することもあると思うので、それを示唆する表現があってもいい。

東京都廃棄物審議会

○東京都環境局
汚泥については、部会等でも議論していないので、中間のまとめで掲載するのは難しい。

パブコメ後の部会などで検討したい。
生ごみについては、区市町村が定める処理方針となっていて、平時の回収を継続する

と示している。感染性については、例えば感染拡大の防止のために早期に解決するといっ
た視点を加える。

○鈴木宏和委員（（一社）東京都産業資源循環協会）
私どもの協会では、エリアごとに担当の協力業者を決めたりする。中小企業なので、大

規模災害になると、何カ月も立替払いという形になると非常に困る。支払い関係はどういっ
た形になるのか。
災害時には燃料の供給がままならない。車両、重機を動かす場合に、優先的に供給を

受けるという形が取れないか。
全国産業資源循環連合会の関東ブロックでお互い協定を結んで協働関係で応援体制を

組むよう動いていて、近隣の県で災害が起きた場合には、一番近いところの県で応援を
するという形の体制を整えていく。
○東京都環境局
現時点で、処理委託費の支払いをどうするか、燃料をどうするかは、答えがない。環

境局だけでは判断できないので、今後の検討課題とする。
近隣の県と協定は非常に心強いので、引き続き連携を図りながら進めていきたい。

○鈴木隆博委員（日本チェーンストア協会）
今回の災害廃棄物の対象はどちらかというと生活ごみの話と理解をしている。その中で、

小売業も早期のライフラインの確保として営業再開に向けて動く。そういった事業系廃棄
物の処理計画もこの後の検討項目に入るのかどうか。
○東京都環境局
小売店の場合、多くの避難者の方に対して、生活を支えるという視点で活動されてい

るので、災害に伴う廃棄物処理の中で対応できていることがある。
ただし、工場が災害で被災して事業を再開するという点は、普通の事業活動になるので、

産廃と同様に、各事業者のBCPで検討されたい。

最後に、資源循環推進部長の志村氏より、あいさつがあった。
○志村資源循環推進部長
情報の提供や更新についても最新のものになるようにしなければならないとか、協力い

ただく事業者の事情も考慮する必要があるとか、感染症のリスクに対応していかなければ
ならないといった点を、できる限り取り込んで計画を策定していきたい。
また、平常時の準備として、最新の情報提供や訓練を、実際に処理を行う区市町村の

皆様に意識してもらうような取組を東京都でしていきたい。

東京都廃棄物審議会
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ＳＤＧｓと言われても一体なにをしたらいいのだという声を聞く。広報委員会では、毎月、目

標を一つずつ取り上げ意見交換している。いよいよ折り返しを過ぎた。

目標9　インフラ、産業化、イノベーション

•	 エッセンシャルワーカーとして、また循環産業の担い手として、我々の業界がイ
ンフラの一部で あることを再認識しよう。

•	 災害時にも事業が続けられるように、BCP を作成するとともに、施設の耐震・耐
水化など強靭化を図ろう。そのための、行政からの経済的支援を期待する。

•	 排出事業者が求めるニーズ、例えばリサイクル率のアップや脱炭素の実現を目指
し、経営者は、先進的設備の導入や、従業員の知識・技術の向上に投資しよう。

•	 都市鉱山の開発を続けて希少金属を確保しよう。ごみからバイオガス等の再生可
能エネルギーを取り出そう。

•	 産官学連携の取組が進められるよう、我が業界からその取り組み内容を提案して
いこう。  

•	 メーカーは再生利用しやすい素材を使って製品開発をしてほしい。

•	 行政の優良認定制度は、取得した者のメリットが明確に現れるように制度設計し
てほしい。

•	 運搬効率を上げるため、複数社で共同輸送ができるような法制度にしてほしい。

•	 運搬過程での燃料や排ガス量を削減するための新型車両の導入には、充電・充填
設備の整備を同時並行で進めてほしい。

•	 行政は、まちづくりの一環として、地産地消を目指して、資源循環施設を包含し
た都市整備事業を行ってほしい。

•	 焼却灰からの金属回収技術の進歩や AI ロボット選別機の進化などについて、設
備機械メーカーの技術者との意見交換、交流を積極的に行おう。

•	 処理委託契約書の電子化と電子マニフェストの使用を、排出事業者と処理業者が
共同して進めていこう。

•	 製品等のライフサイクルの中での環境に関する情報を、メーカー、販売者、ユー
ザーと共有するとともに、資源循環のために必要な行動様式を処理業者から発信
していこう。

SDGs への取組

□ 9.1
すべての人々に安価で公平なアクセスに重点を置いた経済発展と人間の福祉を支援する
ために、地域・越境インフラを含む質の高い、信頼でき、持続可能かつ強靱（レジリエント）
なインフラを開発する。

□ 9.2
包摂的かつ持続可能な産業化を促進し、2030 年までに各国の状況に応じて雇用及び
GDP に占める産業セクターの割合を大幅に増加させる。後発開発途上国については同割
合を倍増させる。

□ 9.3 特に開発途上国における小規模の製造業その他の企業の、安価な資金貸付などの金融
サービスやバリューチェーン及び市場への統合へのアクセスを拡大する。

□ 9.4
2030 年までに、資源利用効率の向上とクリーン技術及び環境に配慮した技術・産業プ
ロセスの導入拡大を通じたインフラ改良や産業改善により、持続可能性を向上させる。
すべての国々は各国の能力に応じた取組を行う。

□ 9.5
2030 年までにイノベーションを促進させることや 100 万人当たりの研究開発従事者数
を大幅に増加させ、また官民研究開発の支出を拡大させるなど、開発途上国をはじめと
するすべての国々の産業セクターにおける科学研究を促進し、技術能力を向上させる。

□ 9.a
アフリカ諸国、後発開発途上国、内陸開発途上国及び小島嶼開発途上国への金融・テク
ノロジー・技術の支援強化を通じて、開発途上国における持続可能かつ強靱（レジリエ
ント）なインフラ開発を促進する。

□ 9.b 産業の多様化や商品への付加価値創造などに資する政策環境の確保などを通じて、開発
途上国の国内における技術開発、研究及びイノベーションを支援する。

□ 9.c 後発開発途上国において情報通信技術へのアクセスを大幅に向上させ、2020 年までに
普遍的かつ安価なインターネット・アクセスを提供できるよう図る。

【 強靭なインフラを整備し、包摂的で持続可能な産業化を推進するとともに、技術革新の拡大
を図る】

SDGs への取組／協会の主な今後の日程

（令和 5年 7月 12日現在）

月 日 曜日 行事予定 備考

8

3 木 医療廃棄物委員会　「BCP勉強会」　１３：００～ 協会会議室

9 水 広報委員会　１０：００～ 協会会議室

10 木 全産連青年部協議会関東ブロック　１４：００～１７：００ 協会会議室

17 木 女性部幹事会 協会会議室

24 木 全産連　；　令和5年度第1回全国正会員事務局責任者会議　１４：００～１６：００ Web開催

25 金 医療廃棄物委員会　１５：００～ 協会会議室

9

8 金
収集運搬委員会　施設見学会　（８～９日） ＣＣＳ実証試験施設

（北海道苫小牧市）9 土

13 水 広報委員会　１０：００～ 協会会議室

14 木 法制度検討委員会　１４：３０～ 協会会議室

15 金 医療廃棄物委員会　「一都二県医療廃棄物合同懇談会」 （静岡県）

21 木 女性部幹事会 協会会議室

26 火 青年部幹事会　１５：００～ 協会会議室

27 水 中間処理委員会／破砕・圧縮分科会　合同　１３：３０～ 協会会議室
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第１１回 定時総会を開催
講演会「実力発揮のためのプラス思考」

青年部（矢部 要 部長）は、令和 5 年 5 月 30 日㈫ 14 時から、エッサム神田ホール

2 号館（千代田区内神田）にて第 11 回定時総会・講演会を開催しました。

定時総会会場

	■ 定時総会

河相幹事による開会宣言の後、矢部部

長が挨拶を述べた後、議長に矢部部長が指

名され、冒頭、島田幹事より定足数の報告

がなされました。報告を受け、矢部議長が、

「部員数が68名、本人出席が38名、委任

状による出席が9名、合計47名の出席を

得て、定足数に達していたため総会は成立

する」旨、宣言しました。

その後、議案の審議に入り、2022年度

の事業報告、収支決算報告、監査報告及

び2023年度の事業計画案、収支予算案の

各議案の審議が行われ、それぞれ満場一

致で可決承認されました。

最後に矢部部長からは、3期目5年目

を終えようとする中、「今期は青年部30周

年記念式典を10月20日㈮に控えており、

青年部の皆さんのご協力及びご参加をいた

だきたい」旨を出席者に要請しました。以

上のとおり全ての議案が可決承認され、矢

部議長の任が解かれ、吉原幹事の閉会宣

言を以って第11回定時総会は無事終了し

ました。

	■ 講演会

総会後の講演会では、「実力発揮のため

のプラス思考」と題し、新春講演会に続き、

ココロツクル株式会

社 代表取締役 谷野隆

太 氏より、自身がコー

チングとして培った応

用スポーツ心理学（ス

ポーツメンタルトレー

ニング）の体験談をも

とに、青年部会員企業の各社でも共感をえ

ることのできるプラス思考とマイナス思考

のロジックが講演され、２－６－２の法則

を交えたメンタルの考え方に感慨を覚えま

した。また、活発な質疑応答もなされ、村

松研修委員長の閉会挨拶にて、盛会のうち

に講演会を終えることができました。

過年よりコロナ禍による各事業の開催が

見送られた中、今年に入ってからは、一般

部員も参加した事業として、1月に賀詞交

歓会に合わせて『パフォーマンスを上げる

「内発的やる気」の組織作り』の講演を新

春の研修事業として行いました。続いて2

月には、コミュニケーション委員会主催の

視察事業として、埼玉県春日部市へ首都圏

外郭放水路見学会も開催しました。共に多

くの青年部員が集い、学びをえることがで

きました。今年度は、青年部30周年記念

式典をはじめ、研修委員会主催のマネジメ

ントゲーム研修、コミュニケーション委員

会主催のバーベキュー交流事業など本格的

に事業開催がされることで、青年部がより

活性化されていくことでしょう。

末筆ながら、私は3年前に入会してから、

コロナ禍により青年部事業が行われず、携

わることができませんでした。今年度から

青年部事業へ積極的に参加したいと思いま

す。青年部員各社の一層のご発展を心より

お祈りいたします。

（青木環境事業㈱ 東京営業所

	 　三川 俊郎  記）

谷野 講師

青年部だより

訃  報

白井 徹 氏（当協会 常任理事、白井エコセンター㈱ 代表取締役社長）が	

6 月 24 日、逝去されました（58歳）。謹んで哀悼の意を表します。
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世界初のゼロエミ水素ホテル　訪問

女性部（野村幸江 部長）は、令和 5
年 5月 18日㈭〜 5月 19日㈮、横浜市
鶴見区に位置する J&T 環境㈱グループ
会社である「㈱ Jバイオフードリサイク
ル 横浜工場」、川崎市川崎区に位置する
㈱東急ホテルズ「川崎キングスカイフロ
ント東急 REI ホテル」の施設見学会を実
施しました。
2019 年 6月の施設見学会でも、弊社

J&T 環境㈱及び㈱ Jバイオフードリサイ
クルへお越しいただきました。今回、4
年振りの再訪となり、よりパワーアップ
した工場をみなさまに見ていただけるこ
とを大変嬉しく思いながら当日を迎えま
した。

初日は Jバイオフードリサイクル横浜
工場へ訪問し、代表取締役社長 蔭山か
ら、会社概要やリサイクルの取り組み・
肥料販売の取り組みについて説明をいた
しました。
Jバイオフードリサイクルでは食品リ

サイクルを行っており、食品残渣から発
生させたバイオガスを元に創出した電力
を排出事業者に還元する電力リサイクル
ループの構築と、二次処理物残渣を肥料
として販売するという農業ループの構築
による、ダブルリサイクルループを実現
しております。
翌日は、倉庫を改装して作られたホテ

ルをコンセプトに、斬新なデザインと圧

J バイオフードリサイクルにて 東急 REI ホテル

東急 REI ホテルでの講演の様子 水耕レタス

倒的なマテリアル感が特徴の川崎キング
スカイフロント東急REIホテルへ訪問し、
見学を行いました。当ホテルは、使用済
みプラスチック由来の水素を電気・熱エ
ネルギーとして活用する世界初の「水素
ホテル」として注目されています。
東急 REI ホテル営業 黒崎 様よりホテ

ルのサステナブルな取り組みについて
ご紹介いただきました。Jバイオフード
リサイクルでの食品リサイクルはもちろ
んのこと、使用済みプラスチックのリサ
イクルにも積極的に取り組まれておりま
す。使用済みプラスチックをガス化炉に
投入し、水素を抽出、水素燃料にして、
ホテル館内の照明や電源に利用されてい
ます。更には、そのエネルギーを利用し
た LED 照明によるレタスの水耕栽培も
行っているとのことです。実際に試食さ
せていただく機会がありましたが、非常
に新鮮でみずみずしいもので、感動しま
した。ちなみに、これらの取り組みを通
して、ホテルの総電力の約 15％を水素
エネルギーで賄っているとのことです。
続いて、ホテルへ電力を提供している

アーバンエナジー㈱ 金子 様より再生可
能エネルギーの展開とその取り組みをご
紹介いただきました。
ホテル内のレストランやカフェで発生

した食品廃棄物を Jバイオフードリサイ
クルにてリサイクル・発電し、その電力
を、アーバンエナジーから廃棄物発生元
のホテルへ CO2 排出ゼロの電気として供
給するプラン（ゼロエミプラン）を提供
することで、電力リサイクルループの確
立が可能となることから、SDGs、CSRの
観点からも非常に注目されている事業で
す。

2日間の施設見学会を通して、先進的
な取り組みを積極的に行われている排出
事業者の施設、処理施設に伺うことで、
改めて SDGs について考える良い機会と
なりました。今後も「サステナブル」な
取り組みの一翼を担えるよう、常に新し
い情報を取り入れ、人や地球にやさしい
取り組みの実現をしていきたいと思いま
す。
	 （J&T環境㈱　小田 梨香  記）

女性部　定時総会・全体ミーティング開催

女性部（野村幸江 部長）は、令和 5
年 6月 15日㈭ 15 時より、協会会議室
において第19回定時総会を開催しまし
た。部員数37名に対し24名の可決（委
任状含む）により第１号議案から第 4号
議案までの全議案は承認されました。

総会閉会後は全体ミーティングで今
年度の活動計画について協議を行い、コ
ロナ禍のなか実現できなかったイベント
を企画する事ができました。今年度は多
くの部員が楽しみながら勉強できる場を
作っていきたいと思います。
	 （㈱ 調布清掃　望月 麻子  記）

女性部だより
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全国産業資源循環連合会女性部協議会
第 1 回通常総会・ランチ会開催

（公社）全国産業資源循環連合会 女性
部協議会（二木玲子 会長、以下「全国
女性部協議会」）は、令和 5年 6 月 16
日㈮ 11時 30 分より明治記念館「末広
の間」で、全国女性部協議会員や産業資
源循環業界等に従事する女性 48名にて
第1回通常総会・ランチ会を開催しまし
た。北は北海道、南は鹿児島県と、全国
の地域から参加され、東京女性部からは
8名の参加となりました。
まず初めに二木会長から挨拶があり、

資源循環業界で働く女性たちのコミュニ
ティサイトの登録者数が 100 名を突破
し、これからも女性が活躍できる業界を
目指して積極的な活動を行っていきたい
とお話しがありました。次に全国産業資
源循環連合会の永井良一会長からご挨拶
があり、発足当初から全国女性部協議会
は活発な活動がある事の驚きと今後も連
合会として後押しされる事のお言葉をい

ただきました。
通常総会は1号議案から 5号議案ま

で全会一致で可決され無事に閉会とな
り、その後のランチ会では、環境省環境
再生・資源循環局廃棄物規制課課長補佐 
影山凡子 様とのトークセッションが行わ
れました。入省のきっかけとなったご体
験、これまでの国際的なご活躍の背景、
各国それぞれの立場として物事を見る事
の重要性、各社の良い取組を英語等で発
信していく事の必要性等をお話しくださ
り、国際的な視点を持たれた影山様なら
ではの視野の広さを感じ、当業界が世界
に発信する事で国際的な環境保全に貢献
できる可能性を感じました。
各女性部同士での更なる相互交流を

深めていきましょうと各所で挨拶を交わ
し、別れを惜しみながらランチ会は閉会
となりました。
	 （㈱ 調布清掃　望月 麻子  記）

総会会場 「末広の間」の前庭で集合写真

女性部だより

建設廃棄物委員会（高橋 委員長）

開催日時：  6月7日㈬15時～	 場所：  協会会議室	 出席委員：  11名

議題及び内容：

①	10 月の四団体合同施設見学会・意見交換会について
関連四団体による、施設見学会の視察先と日程及び都庁との意見交換会のテーマ

について検討した。当委員会で選定した視察先候補・テーマ候補のほか、他の三団体
（東京建設業協会、東京建物解体協会、東京都中小建設業協会）からの候補を募り、
6月中に決定する。

次回開催日：  10月26日㈭（決定）　四団体合同施設見学会・意見交換会

理 事 会 ・ 委 員 会 報 告

安全衛生推進委員会（細沼 委員長）

開催日時：  6月13日㈫15時～	 場所：  協会会議室	 出席委員：  14名

議題及び内容：

①	報告・東京労働局長表彰について
西原副委員長の東京労働局長表彰安全衛生推進賞の表彰決定の通知が東京労

働局からあった。

②	10 月合同安全衛生パトロールについて
東京労働局との合同安全衛生パトロールを10月に実施する。会員企業にパトロー

ル受入れ企業を募集したところ5社より申込みがあった。場所、処理内容等を考慮し
て3社パトロールすることとした。

③	第 3 次労働災害防止計画（上半期（令和 5 年～ 7 年度）案について）
労働災害防止計画案について確認した。
7月12日理事会で承認後、公表する。

④	安全衛生標語コンクール募集要項確認
募集要項を確認した。8月1日～9月30日を募集期間とする。
11月委員会で受賞者を決定する。1月賀詞交歓会で受賞式を行う。

⑤	2 月研修会テーマ及び日程について
2部構成とし、第一部は東京労働局に安全講話をお願いする。
第二部については次回の委員会で決定する。

次回開催日：  10月　東京労働局との合同安全衛生パトロール
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日本テクノ 株式会社	 令和 5 年 5 月 12 日入会

実績と信頼のもと
多様なニーズにお応えします

快適な環境づくりと
自然との共生をめざして

ＵＲＬ https://www.keiyokogyo.co.jp
EJ 01240 / ISO 14001

認証範囲はＨＰでご確認下さい。

＜ 京葉興業グループ ＞
株式会社 京葉興業
三和清運 株式会社
株式会社 ビｰ･アｰル･クリエイト

〒133-0061
〒133-0061
〒289-0511

東京都江戸川区篠崎町1丁目2番6号
東京都江戸川区篠崎町3丁目2番6号
千葉県旭市鏑木３４８４番地１

Tel03-3678-0111  Fax03-3670-9140
Tel03-3679-8555  Fax03-3679-3855
Tel0479-68-4808 Fax0479-68-4809

適正処理と高度資源循環のため
システムソリューションを推進します
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社員教育用の研修会をご紹介します

産業廃棄物処理業に従事する方々が、知るべき法律知識などを学ぶための研修会
をまとめてみました。受講にあたっては、毎年度開催時期などが異なりますので、最
新情報をご確認ください。	 協会事務局

1.	 （公財）東京都環境公社
	● 	産業廃棄物処理業　新入社員向け　スタートアップ研修（Web 開催）
（令和5年度は済み）
【日 時】	 ５月３０日（火）１３：１５～１６：３０
【申 込 開 始】	 ５月９日（火）１３：００～
【定 員】	 先着８０名
【参 加 費】	 無料

	● 	産業廃棄物処理業者向け講習会（オンライン講習）
「適正処理の基礎知識と産廃処理の実務に関する講習」
例年 全 5回 （令和5年度は第1回7月～第5回令和6年1月）
【定 員】	 制限なし
【参 加 費】	 無料

2.	（公社）全国産業資源循環連合会
	● 	産業廃棄物処理検定（廃棄物処理法基礎）「環境大臣登録の人材認定等事業」
令和５年度
【日 時】	 令和6年2月18日（日）１３：１５～１６：３０
【申 込 開 始】	 12月1日（金）
詳細は決まり次第全産連ＨＰで公表

	● 	産業廃棄物処理　実務者研修会　e ラーニング講座
（受講期間約1か月間）
令和5年度
第 １ 期	 ５月（第1期申込受付は終了）
第 2 期	 ６月（第2期申込受付は終了）
第 3 期	 ７月（第3期申込受付中～6/26）
第 4 期	 １０月（第4期申込は9月1日～）
第 5 期	 １１月
第 6 期	 １２月
【受 講 料】	 8,250円

	● 	産業廃棄物処理 　現場業務　e ラーニング講座
（受講期間約1か月間）
令和5年度
①収集運搬現場業務コース　②中間処理現場業務コース　③最終処分現場業務
コース
第 １ 期	 8月3日（木）～8月29日（火）
第 2 期	 9月5日（火）～9月27日（水）
【受 講 料】	 4,400円（1コース）
【申 込 開 始】	 7月3日（月）～

3.	（一財）日本環境衛生センター
	● 	廃棄物処理施設技術管理者講習
令和5年度は7コースあります。一部 eラーニング講習も開催しています。

	● 	産業廃棄物等実務管理者（オンライン）講習（2 日間のオンライン講習）
令和5年度
【日 時】	 第1回 9月20日（水）～９月21日（木）１３：３０～１６：３０
	 第 2回 2月26日（月）～２月27日（火）１３：３０～１６：３０
【申 込 開 始】	 申込受付開始
【参 加 費】	 19,800円

	● 	廃棄物処理法から学ぶ廃棄物処理の基礎研修
令和5年度
【日 時】	 ７月１０日（月）１０：００～１６：３０
【会 場】	 福岡県大野城市（オンライン受講可）
【参 加 費】	 17,600円

	● 	技術管理者等スキルアップ研修会
令和5年度
①ごみ処理関係　②最終処分場関係　③し尿・汚泥再生処理関係
対面研修は福岡会場、岡山会場（詳しくは日本環境衛生センターＨＰにて）

インターネット研修（オンデマンド配信）
【配 信 期 間】	 令和６年１月２２日（月）～３月８日（金）
【受 講 料】	 （一般）16,500円、（会員）14,300円

社員教育用の研修会
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年度当初、労災防止の研修内容や健康診断の日程、災害時の避難訓練等につい
て安全衛生委員会で年間計画を策定し、この計画に沿って実施しているところで

すが、毎年、同じ内容の繰り返しになっていて、今年度も労働災害が発生してしまいました。
国の労働災害防止計画も改定されたと聞いており、それを参考に今後新たな取組を取り入
れたいと思っているので、計画のポイントを教えてください。

🅐	 労働災害防止計画とは

労働安全衛生法（第 6条）に基づき、労働災害の防止に関し基本となる目標、重
点課題等を厚生労働大臣が定める 5か年計画。戦後の高度成長期における産業災害
や職業性疾病の急増を踏まえ、1958 年に第 1次の計画が策定されて以降、社会経
済の情勢や技術革新、働き方の変化等に対応しながら、これまで 13 次にわたり策
定されてきました。今回の計画は令和 5年（2023 年）4月 1日から令和 10 年（2028
年）3月 31 日までの第 14 次の労働災害防止計画になります。

１	 第 13 次労働災害防止計画（平成 30 年度から令和 4 年度）における労働災害の発生
状況等

（1）	 労働災害による死亡者数（以下「死亡者数」という。）を15% 減とする計画目標（平
成29年度978名から令和4年度831名）達成　⇒　令和4年度710名で27.4%減（新
型コロナり患による者を除く）

（2）	 労働災害による休業 4 日以上の死傷者数（以下「死傷者数」という。死傷者数は死
亡者数を含む。）を 5% 減とする計画目標（平成 29 年度 120,460 名から令和 4
年度 114,437 名）未達成　⇒　令和 4 年度 119,239 名（新型コロナり患によ
る者を除く）で 1% 減

今 井 正 美
社会保険労務士

第１４次労働災害防止計画について

（3）	 死傷者数が計画目標未達成となった主な要因
①	 全年齢に占める 60歳以上の高年齢労働者の割合が増加（令和 3年では約 2割）
	 高年齢労働者は身体機能の低下等により労働災害発生率（死傷年千人率）が高
い。

②	 中高年齢の女性を始めとして、作業行動に伴う転倒等の割合が増加
	 転倒等作業行動に起因する労働災害は、機械設備等に起因する労働災害と比較
して、対策のノウハウが蓄積されていない。

	 ※ 令和 3年の死傷者数（事故の型別 : 労働者死傷病報告）

③	 中小企業や第三次産業における安全衛生対策の取組が進んでいない。
	 厳しい経営環境等様々な事情で、安全衛生対策の取組が遅れている状況がある。

（4）	 職場における労働者の健康確保対策の状況
①	 メンタルヘルス対策

ア	 精神障害等の労災認定件数は、令和 3年度 629 件で過去最高
イ	 小規模事業所におけるメンタルヘルス対策の取組は低調
	 メンタルヘルス対策に取り組む事業場の割合

・	 労働者 50人以上の事業場⇒ 94.4%
・	 労働者 30人〜 49人の事業場⇒ 70.7%
・	 労働者 10人〜 29人の事業場⇒ 49.6%

②	 産業保健活動
	 労働人口の約 3人に 1人が、何らかの病気を抱えながら働いており、一般的健
康診断の有所見率は 50%を超え、疾病リスクを抱える労働者は増加傾向

③	 過重労働の防止
	 労働時間は緩やかに減少、年次有給休暇取得率や勤務間インターナル制度の導
入割合も増加傾向
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（5）	 化学物質等を起因とする労働災害の状況等
化学物質の性状に関連の強い有害物との接触、

爆発、火災等によるものが年間（令和３年）約
500 件発生し、減少が見られない。また、石綿使
用建築物の解体は 2030 年頃にピークを迎え、更
なる石綿ばく露防止対策の確保・推進が必要とな
る。

２	 第 14 次労働災害防止計画の概要
（1）	 計画の方向性

①	 事業者の安全衛生対策の促進と社会的に評価される環境の整備を図っていく。
そのために、厳しい経営環境等さまざまな事情があったとしても、安全衛生対
策に取り組むことが事業者の経営や人材確保・育成の観点からもプラスである
ことを周知する。

②	 転倒等の個別の安全衛生の課題に取り組んでいく。
③	 誠実に安全衛生に取り組まず、労働災害の発生を繰り返す事業者に対しては、
厳正に対処する。

（2）	 重点対策
①	 自発的に安全衛生対策に取り組むための意識啓発（社会的に評価される環境整
備ほか）

②	 労働者（中高年齢の女性を中心）の作業行動に起因する労働災害防止対策の推
進

③	 高年齢労働者の労働災害防止対策の推進
④	 多様な働き方への対応や外国人労働者等の労働災害防止対策の推進
⑤	 個人事業主等に対する安全衛生対策の推進
⑥	 陸上貨物運送業、建設業、製造業等業種別の労働災害防止対策の推進
⑦	 労働者の健康確保対策の推進（メンタルヘルス、過重労働、産業保健活動）
⑧	 化学物質等による健康障害防止対策の推進

（3）	 死亡災害・死傷災害の指標
①	 死亡災害については、2022年度と比較して、2027年度までに5%以上減少する。
②	 死傷災害については、2021 年度までの増加傾向に歯止めをかけ、死傷者数に
ついては、2022 年度と比較して 2027 年度までに減少に転ずる。

化学物質による労働災害発生状況（令和３年）

（4）	 主な具体的取組例
①	 自発的に安全衛生対策に取り組むための意識啓発
	 健康経営の実施⇒健康経営とは、従業員の健康増進を重視し、健康管理を経営
課題として捉え、その実践を図ることで従業員の健康の維持・増進と会社の生
産性向上を目指す経営手法のこと。安全かつ安心して働くことができる職場づ
くりは、「コスト」ではなく「人的投資」という考え方

・	 労働者の安全と健康を守る。
・	 労働災害に伴う生産設備の停止や各種費用による経済的損失を回避（軽減）
・	 人材の確保・育成を始めとする組織の活性化、業績向上、（社会的）価値の
向上

②	 作業行動に起因する労働災害防止対策
ア	 転倒災害防止対策
	 転倒災害は、加齢による骨密度の低下が顕著な中高年齢の女性をはじめとし
て極めて高い発生率となっており、対策を講ずべきリスクであることを認識
し、その取組を進める。

・	 転倒しにくい環境づくり
ハード面	 ⇒	段差の解消・見える化、通路や作業場所の床の水等の拭き取り、

整理整頓の徹底等
ソフト面	 ⇒	転倒リスクチェックの実施とその結果を踏まえた運動プログラ

ムの導入、骨粗しょう症検診の受診勧奨等
イ	 腰痛災害防止対策

ハード面	 ⇒	リフターや自動搬送装置、重量物注意の警告表示等
ソフト面	 ⇒	作業に見合った始業前の腰痛予防体操の実施、身体の負担軽減

のための技術の習得等
③	 高年齢労働者の労働災害防止対策
	 「高年齢労働者の安全と健康確保のためのガイドライン」（エイジフレンドリー

ガイドライン）を踏まえた対策
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	 エイジフレンドリーガイドラインとは、高齢者を現に使用している事業場やこ
れから使用する予定の事業場で、事業者と労働者に求められる取組を具体的に
示したもの。

ア	 経営トップ自ら安全衛生方針を表明し、担当組織・担当者を指定、リスクア
セスメントの実施

イ	 身体機能の低下を補う設備・装置の導入、高年齢労働者の特性を考慮した作
業管理、勤務形態等の工夫

ウ	 健康測定等により、事業者、高年齢労働者双方が健康や体力の状況を客観的
に把握

エ	 把握した状況に応じて適合する業務をマッチング、身体機能の維持向上への
取組

オ	 写真や映像等の情報を活用した安全衛生教育、経験のない業種や業務に従事
する場合の丁寧な教育訓練

④	 労働者の健康確保対策
ア	「事業場における治療と仕事の両立支援のためのガイドライン」（令和 4年 3
月改訂）等の周知啓発を強化

イ	「過重労働による健康障害を防止するため事業者が講ずべき措置」（平成 18 年 
3 月 17 日付基発第 0317008 号）に基づき、以下の措置を行う。

・	 時間外・休日労働時間の削減、労働時間の状況の把握、健康確保措置等

事例 3事例 2

事例１

・	 年次有給休暇の確実な取得の促進
・	 勤務間インターバル制度の導入　　等

ウ	 産業保健総合支援センター及び地域産業保健センターを通じた、小規模事業
場におけるメンタルヘルス対策の支援

⑤	 化学物質等による健康障害防止対策
ア	 従来の個別規制に加えて、国による GHS 分類で危険・有害性が確認されたす
べての化学物質について、危険性・有害性の伝達（譲渡・提供時のラベル表示・
SDS 表示）

イ	 保護具の適正な選択及び使用の徹底
⑥	 熱中症対策
	 職場での熱中症により毎年約 20人が亡くなり、約 600 人が 4日以上仕事を休
んでいる。⇒「STOP!熱中症クールワークキャンペーン」（5月1日〜9月30日）

ア	 作業場所の暑さ指数（気温に加え、湿度、風速、輻射熱を考慮した総合的な値）
を測定し、暑さ指数低減のために、屋根、休憩場所、通風・冷房設備を設置

イ	 あらかじめ労働衛生教育を行い、管理体制を整え、発症時・緊急時の措置を
確認、周知する。

ウ	 労働者に日常の健康管理を意識、暑熱順化、定期的に水分・塩分を摂取、異
変を感じたら躊躇なく周囲の者に申し出をさせる。

【参考資料】	 第 14 次労働災害防止計画（令和 5 年 3 月 : 厚生労働省）

	 第 14 次労働災害防止計画の概要（パワーポイント資料 : 厚生労働省）ほか

表紙の言葉
●今月の写真：  ［コミュニティバス］区内循環バス「すみだ百景」（墨田区）

墨田区は、国内外からの大勢の観光客が区内回遊を楽しむ際の「案内役」として、ま
た、区民が生活の中で利用する身近な交通手段として、平成24年3月に区内循環バスの
運行を開始しました。区民の提案や投票をもとに「すみだ百景　すみまるくん、すみり
んちゃん」の愛称名がつけられています。運行ルートは北西部、北東部、南部ルートの
３つがあり、車体は、それぞれにシンボルカラー（茜色、若草色、江戸紫）とデザインが
施されています。また、スカイツリーを車内から見上げることができるよう、天井にガラ
ス窓がついているなど、内部にも楽しい工夫がされているようです。

●参照：墨田区HP　☞https://www.city.sumida.lg.jp/kurashi/jyunkanbus/index.html 
●撮影者： 塩沢 美樹（機関誌編集担当）
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何処で 何をしている時 何がどうした 改善事項

１

水処理設備で 薬液ポンプを
交換していた
時

薬液ポンプを取り外し塩ビ
配管をもう一人の作業員が
持ち上げた時、残っていた
塩酸が自分にかかりそうに
なった。

薬液ポンプの取り外し時、
薬液が塩ビ配管の中に
残っていないか液抜き（バ
ルブ開）を徹底する。

２

場内で 廃棄物のサン
プルの容器を
拭いている時

まだサンプル (廃棄物 )が
触れていない容器であった
ため、素手で拭いていたと
ころ、ふちの鋭い場所で手
を切りそうになった。

怪我から身を守るために
内容物にかかわらず手袋
着用を徹底する。

3

岸壁で 艀を保管施
設へ入れるた
め、ロープを
投げる時

艀の位置が遠く、岸壁上か
らロープを投げるとき勢い
が余り、体が振られ落水の
危険を感じた。

艀があまりに離れている
場合、無理にロープは投
げず、船で岸壁に寄せて
もらう。
岸壁から1ｍ距離をおい
た内側に立ってロープの
受け渡しをする。

4
事務所内で 廃棄物のサン

プルを小分け
している時

サンプルが飛散して廃棄物
が自分にかかりそうになっ
た。

手袋・保護メガネの着用
を徹底する。

5

事務所内で 100Vコンセン
ト増設の作業
をしている時

作業のために事務所内の
ブレーカーを切ったが、検
電器で確認をしてみたら電
気が流れている箇所があっ
た。

作業前には全作業箇所を
確認することを徹底する。
ブレーカーと配線に番号
表示をつける。

6

ストックヤード
で

サンダーの刃
を交換してい
る時

サンダーの電源コードをコ
ンセントから抜いて刃を交
換し、再度コンセントに入
れ直したところ、スイッチ
がONになっていたため突
然刃が回りだした。

刃の交換時は必ずスイッ
チをOFFにする。また、
スイッチがOFFになって
いることをきちんと確認し
てから作業する。

「ヒヤリ・ハット」の事例がございましたら、協会までお寄せください。

慣れた作業の隠れたリスク。初心忘れず指差呼称

身近なヒヤリ・ハット事例 Part  169
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毎日何回も、暑い、暑い、と言っ
ていませんか。言ったからといって
涼しくなるわけではないけど、つい、
言ってしまいます。
僕は、駅のホームやベンチなどで
は、カバンの中から木と紙でできた
扇子を取り出して、パタパタとあお
いでいます。扇ぐために腕を動かす
のに必要なエネルギー量と、涼しく
なることで体から失われるエネル
ギー量との差はどのくらいだろうと
考えながら。
一方、周りの人、特に若い人を見
ていると、プラスチック製の羽根と
カバーでできた小型扇風機を手にし
て、顔などに心地よさそうな風を送っ

ています。得られる風のエネルギーはリチウ
ムイオン電池に蓄積された電気エネルギーが
変換されている、と思いながらそれを眺めて
います。
そして、その小型扇風機はいつまで使われ
るのか、その間の電気量はどのくらいか、そ
の際に排出された二酸化炭素の量はどれだけ
か、その二酸化炭素量がどのくらい地球の温
度をさらに上昇させるのか、使用を終えたと
きにどう捨てられるのか、ちゃんと他のごみ
と分けて発火しないよう気を使って廃棄して
くれるだろうか、と考えてしまいます。
暑中見舞いを読んで、涼しさを求める気持
ちを共有しましょう。
熱中症に気をつけて、暑い夏を乗り切りま
しょう。
（え？　短い？）
では、ここで問題です。
Q1　「扇子」と「扇」の違いについて述べよ。
Q2　「羽根」と「羽」の違いについて述べよ。
	 （Ｋ）

白井エコセンター白井徹代表が、
逝去されました。心からお悔やみを
申し上げます。
白井さんは、青年部の 3代目部長
として精力的に活躍なされ、その明
るいお人柄と唯一無二のユニークな
センスをもって、協会の発展に大き
く貢献されました。
今年、青年部が 30周年を迎え、そ
の記念事業を10月に浅草で催すため
に、白井さんはじめ OB と現役幹部

が集まって準備を進めている中での突然の訃
報でした。
ここで、青年部発足の経緯について、協会
10 年史の記述を紹介します。「経営改善委員
会と広報委員会共同で開催した若手経営者の
座談会をきっかけとして、現在の産廃業界を
取り巻く極めて厳しい情況の中で、若手経営
者及び若手幹部が結集し、定期的に勉強会を
開き、若いエネルギーと行動力をもって協会
活動の活性化に寄与し、産業廃棄物の適正処
理に当ることになった。この趣旨に基づき、
平成 6 年 4 月 22 日渋谷万葉会館において、
青年部発会式が開催された。」
草創期に活躍した方の中には、残念ながら
他界なされた方が居られ、時の流れを感じま
す。碩孝光さん、須田茂治さん、泉昌夫さん、
塩貝忍さん、皆さん、発足の当時より長きに
渡り協会活動に大きく貢献してこられました。
振り返ると、時代の変化に合わせて、その
時に必要とされることへ、誠実に熱心に取り
組んで来られたと思います。
当時から現在まで一貫しているのは、「人を
育て、仲間をつくる」という点と思います。
青年部では、常時新人の入会を受け付けてい
ます。ご興味のある方は、先ずは一度、オブザー
バーとしてでも参加なさってはいかがでしょ
うか。	 （森）
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副 会 長

㈱ 五十嵐商会
代表取締役 五 十 嵐 和 代

東 京 都 練 馬 区 三 原 台 ２ − １ − ２ ７

電 話 0 3 − 3 9 2 2 − 7 5 4 7

副 会 長

加藤商事 ㈱
代表取締役	
社 長 加 藤 宣 行

東 京 都 東 村 山 市 恩 多 町 １ − １ ２ − ３

電 話 0 4 2 − 3 9 2 − 1 0 0 1

会 長

㈱ 京葉興業
代表取締役 鈴 木 宏 和

東 京 都 江 戸 川 区 篠 崎 町 １ − ２ − ６

電 話 0 3 − 3 6 7 8 − 0 1 1 1

常 任 理 事

大谷清運 ㈱
代表取締役 二 木 玲 子

東 京 都 葛 飾 区 水 元 １ − ３ − １ ３

電 話 0 3 − 3 6 0 0 − 5 5 6 1

副 会 長

成友興業 ㈱
代表取締役 細 沼 順 人

東 京 都 あ き る 野 市 草 花 １ １ ４ １ − １

電 話 0 4 2 − 5 5 8 − 4 1 1 1

副 会 長

㈱ 三凌商事
代表取締役	
社 長 赤 石 賢 治

東 京 都 町 田 市 木 曽 東 １ − ３ ４ − ６

電 話 0 4 2 − 7 2 6 − 2 6 4 7

常 任 理 事

東京ボード工業 ㈱
代表取締役	
社 長 井 上 弘 之

東 京 都 江 東 区 新 木 場 ２ − １ １ − １

電 話 0 3 − 3 5 2 2 − 4 1 3 9

理 事

㈱ 太陽油化
代表取締役 石 田 太 平

東 京 都 板 橋 区 三 園 ２ − １ ２ − ２

電 話 0 3 − 3 9 3 8 − 0 0 2 2

理 事

㈱ 東京スタンドサービス
代表取締役 有 吉 嘉 一 郎

東 京 都 三 鷹 市 新 川 ２ − １ ４ − ２ ５

電 話 0 4 2 2 − 4 6 − 2 4 9 4

常 任 理 事

㈱ ハチオウ
代表取締役 森 　 雅 裕

東 京 都 墨 田 区 本 所 ４ − ２ ９ − ２

電 話 0 3 − 3 8 3 7 − 8 0 8 0

理 事

東港金属 ㈱
代表取締役 福 田 　 隆

東 京 都 大 田 区 京 浜 島 ２ ー ２ ０ − ４

電 話 0 3 − 3 7 9 0 − 1 7 5 1

理 事

高俊興業 ㈱
代表取締役	
社 長 高 橋 　 潤

東 京 都 中 野 区 新 井 １ − １ １ − ２

電 話 0 3 − 3 3 8 9 − 8 1 1 1

正 会 員

㈲ アベマキ
代表取締役 阿 部 真 樹

東 京 都 足 立 区 東 和 ２ − ２ ４ − １ ７

電 話 0 3 − 5 6 9 7 − 6 6 4 2

正 会 員

㈱ Ｉ W Ｄ
代表取締役 前 迫 静 美

神 奈 川 県 海 老 名 市 大 谷 北 ２ − １ − ４ ６

電 話 0 4 6 − 2 3 5 − 6 0 0 0

正 会 員

㈲ アーク
代表取締役 志 賀 教 夫

埼 玉 県 吉 川 市 保 １ − ４ − ７

電 話 0 4 8 − 9 8 4 − 7 9 8 7

正 会 員

㈱ アーバンサービス
代表取締役	
社 長 榎 田 利 光

神 奈 川 県 横 浜 市 中 区 新 山 下 ３ − ７ − ２ ４

電 話 0 4 5 − 6 2 8 − 7 8 8 8

正 会 員

相田化学工業 ㈱
代表取締役 相 田 英 則

東 京 都 府 中 市 南 町 ６ − １ ５ − １ ３

電 話 0 4 2 − 3 6 8 − 6 3 1 1

理 事

㈱ 都市環境エンジニアリング
代表取締役	
社 長 新 川 　 研

東 京 都 江 東 区 木 場 ５ − ６ − ３ ５

電 話 0 3 − 5 6 3 9 − 0 7 4 0

正 会 員

㈱ アクアホーム
代表取締役 安 保 貴 史

東 京 都 武 蔵 野 市 吉 祥 寺 本 町 １ − １ ０ − ７

電 話 0 4 2 2 − 2 7 − 6 2 7 9

正 会 員

アトラス商事 ㈱
代表取締役 上 田 　 淳

神 奈 川 県 川 崎 市 宮 前 区 小 台 ２ − １ ６ − ２

電 話 0 4 4 − 7 5 0 − 9 2 9 5

理 事

丸順商事 ㈲
代表取締役 矢 部 　 要

東 京 都 羽 村 市 富 士 見 平 ２ − １ − １ ４

電 話 0 4 2 − 5 5 4 − 2 2 2 9

監 事

㈲ スリーシープランニング
代表取締役 山 下 智 栄 子

東 京 都 品 川 区 南 品 川 ３ − ６ − ３ １

電 話 0 3 − 5 7 6 9 − 0 1 5 7

理 事

比留間運送 ㈱
代表取締役 比 留 間 宏 明

東 京 都 武 蔵 村 山 市 中 央 ２ − １ ３ ３ − １

電 話 0 4 2 − 5 6 5 − 1 3 3 6

正 会 員

㈱ 朝田商會
代表取締役 真 田 一 伸

東 京 都 千 代 田 区 丸 の 内 ３ − ４ − １

電 話 0 3 − 3 2 1 3 − 9 4 5 1
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正 会 員

㈱ 一不二総業
代表取締役 齋 藤 和 行
東 京 都 千 代 田 区 九 段 南 ４ − ２ − ９

　　　　　シルキーハイツ九段南７０１

電 話 0 3 − 5 2 2 6 − 5 0 5 7

正 会 員

㈱ ウチダ
代表取締役 内 田 一 二 三

埼 玉 県 ふ じ み 野 市 駒 林 １ ８

電 話 0 4 9 − 2 6 3 − 9 7 7 7

正 会 員

㈱ 市川環境エンジニアリング
代表取締役	
社 長 水 谷 重 夫

千 葉 県 市 川 市 田 尻 ２ − １ １ − ２ ５

電 話 0 4 7 − 3 7 6 − 1 7 1 1

正 会 員

㈱ アルフォ
代表取締役
社 長 熊 木 　 浩

東京都千代田区永田町２−４−３永田町ビル

電 話 0 3 − 5 1 5 7 − 2 3 0 0

正 会 員

㈱ アンカーネットワークサービス
代表取締役	
C E O 碇 　 隆 司

東 京 都 葛 飾 区 新 宿 ３ − ９ − １ ５

電 話 0 3 − 3 6 0 0 − 5 8 7 3

正 会 員

栄和清運 ㈱
代表取締役 花 形 匡 晃

東 京 都 杉 並 区 堀 ノ 内 ２ − １ １ − ３ ２

電 話 0 3 − 3 3 1 7 − 2 2 8 1

正 会 員

浦野産業 ㈱
代表取締役 浦 野 太 嗣

東 京 都 あ き る 野 市 原 小 宮 ２ − ３ − ３ ６

電 話 0 4 2 − 5 5 8 − 9 5 6 3

正 会 員

栄和リサイクル ㈱
代表取締役 金 城 虎 一
東 京 都 新 宿 区 西 早 稲 田 ２ − ９ − １ ６

　　　　　東急ドエルアルス早稲田２Ｆ

電 話 0 3 − 5 2 7 3 − 4 4 4 6

正 会 員

市川燃料チップ ㈱
代表取締役 彦 坂 裕 一

東 京 都 江 戸 川 区 平 井 ３ − ２ ３ − １ ７

電 話 0 3 − 3 6 3 6 − 3 2 8 0

正 会 員

永和鉄鋼 ㈱
代表取締役 永 井 　 健

東 京 都 西 多 摩 郡 瑞 穂 町 長 岡 ３ − ６ − ９

電 話 0 4 2 − 5 5 6 − 2 1 2 1

正 会 員

有明興業 ㈱
代表取締役 松 岡 和 人

東 京 都 江 東 区 若 洲 ２ − ８ − ２ ５

電 話 0 3 − 3 5 2 2 − 1 9 1 1

正 会 員

㈱ エコ・クリーン
代表取締役 霜 鳥 純 昭

東 京 都 足 立 区 西 新 井 ４ − ３ １ − ５

電 話 0 3 − 5 8 7 9 − 2 9 3 4

正 会 員

オオノ開發 ㈱
取 締 役	
営 業 部 長 朝 日 健 二
東 京 都 千 代 田 区 丸 の 内 １ − ６ − １

丸の内センタービルディング 4F

電 話 0 3 − 6 2 0 5 − 7 2 9 1

正 会 員

㈱ エコ・ファクトリー
代表取締役 有 田 一 成

東 京 都 稲 城 市 大 丸 １ ４ ３ ４ − ３

電 話 0 4 2 − 3 7 9 − 0 0 1 3

正 会 員

オーエム通商 ㈱
代表取締役 岡 村 睦 夫

東 京 都 八 王 子 市 小 津 町 １ ０ ６ − １

電 話 0 4 2 − 6 5 1 − 2 7 1 7

正 会 員

大久保興業 ㈱
代表取締役 大 久 保 　 憲

東 京 都 府 中 市 南 町 ２ − ３ ８ − ８

電 話 0 4 2 − 3 5 1 − 3 3 3 3

正 会 員

㈱ エコワスプラント
代表取締役 浅 尾 洋 和

東 京 都 西 多 摩 郡 日 の 出 町 平 井 ２ ２ − １ ０

電 話 0 4 2 − 5 9 7 − 1 1 1 5

正 会 員

㈱ 遠藤商会
代表取締役 遠 藤 孝 一

東 京 都 小 平 市 小 川 町 ２ − ２ ０ ４ ５ − ３

電 話 0 4 2 − 3 4 4 − 5 9 5 7

正 会 員

㈱ エバーグリーンライン
代表取締役 比 嘉 良 弘

神 奈 川 県 川 崎 市 川 崎 区 貝 塚 １ − １ − ５

電 話 0 4 4 − 2 2 1 − 6 5 7 0

正 会 員

ＮＫリサイクル ㈱
代表取締役
社 長 小 橋 克 史

東京都西多摩郡瑞穂町大字二本木字東樽ノ口４２９−１

電 話 0 4 2 − 5 5 7 − 7 5 5 8

正 会 員

㈱ 大空リサイクルセンター
代表取締役 和 田 敏 之

東 京 都 武 蔵 村 山 市 伊 奈 平 ５ − ４ ３ − ６

電 話 0 4 2 − 5 6 0 − 5 7 1 7

正 会 員

エコロジャパン ㈱
代表取締役 湯 田 隆 宏

事 業 部　 埼 玉 県 草 加 市 柳 島 町 ８ ３ ０ − １

電 話 0 4 8 − 9 2 9 − 8 2 2 1

正 会 員

エコシステムジャパン ㈱
代表取締役	
常 務 辻 本 健 二

東 京 都 千 代 田 区 外 神 田 ４ − １ ４ − １

電 話 0 3 − 6 8 4 7 − 7 0 1 0

正 会 員

太田商事 ㈱
代表取締役 太 田 敦 子

東 京 都 府 中 市 四 谷 ５ − １ ３ − １ ４

電 話 0 4 2 − 3 6 8 − 3 8 0 0
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正 会 員

㈱ カネテツ
代表取締役 阿 部 正 二

東 京 都 足 立 区 入 谷 ９ − ５ − １ ０

電 話 0 3 − 3 8 9 9 − 1 1 0 0

正 会 員

㈱ 川上商店
代表取締役	
社 長 有 田 一 成

東 京 都 稲 城 市 大 丸 １ ４ ６ ２ − ２

電 話 0 4 2 − 3 7 9 − 0 0 1 1

正 会 員

㈲ 金井商会
代表取締役 横 山 　 茂

東 京 都 町 田 市 金 井 町 ２ ５ ６ ３

電 話 0 4 2 − 7 3 5 − 5 6 7 7

正 会 員

㈱ カネダ
代表取締役	
社 長 金 田 　 隆

東 京 都 大 田 区 本 羽 田 １ − ２ ６ − １ ６

電 話 0 3 − 3 7 4 2 − 2 1 6 1

正 会 員

㈱ 要興業
代表取締役 木 納 　 孝

東京都豊島区池袋２−１４−８ 池袋 NS ビル

電 話 0 3 − 3 9 8 6 − 5 3 4 1

東証スタンダード上場

正 会 員

㈱ 加藤商事
代表取締役 加 藤 愼 次 郎

東 京 都 狛 江 市 東 野 川 ２ − １ ４ − ２

電 話 0 3 − 3 4 8 0 − 5 1 1 1

正 会 員

鹿島環境エンジニアリング ㈱
代表取締役	
社 長 新 川 隆 夫

東 京 都 港 区 元 赤 坂 １ − ５ − ３ １ 新 井 ビ ル

電 話 0 3 − 3 7 4 6 − 7 6 8 1

正 会 員

㈱ 小野組
代表取締役 小 野 　 誠

東 京 都 江 戸 川 区 東 小 松 川 ３ − ２ ６ − ７

電 話 0 3 − 3 6 5 4 − 7 3 6 7

正 会 員

㈱ オネスト
代表取締役 矢 作 将 彦

東 京 都 江 東 区 新 木 場 ４ − ３ — ２ ６

電 話 0 3 − 3 5 2 2 − 5 3 0 0

正 会 員

Ｏ K ＡＣＯＮ ㈱
代表取締役 岡 　 彦 吉
東 京 都 墨 田 区 江 東 橋 ４ − ２ ６ − ５

東京トラフィック錦糸町ビル南館 9階

電 話 0 3 − 3 6 3 5 − 5 6 2 1

正 会 員

㈱ カワサキ商会
代表取締役 川 﨑 秀 樹

千 葉 県 市 川 市 日 之 出 ２ １ − １ − ６ ４ ３

電 話 0 4 7 − 3 6 9 − 6 1 2 6

正 会 員

㈱ 環境技研
代表取締役 能 登 祥 文

東 京 都 板 橋 区 板 橋 ４ − １ ２ − １ ７

電 話 0 3 − 3 9 6 2 − 1 7 7 1

正 会 員

株式会社 ケイズ
代表取締役 小 林 真 二

東 京 都 昭 島 市 田 中 町 ３ − １ ０ − ７

電 話 0 4 2 − 5 1 9 − 5 2 2 2

正 会 員

㈱ 環境システムサービス
代表取締役 加 藤 愼 次 郎

東 京 都 八 王 子 市 横 川 町 １ ０ ７ ６

電 話 0 4 2 − 6 2 5 − 8 1 2 0

正 会 員

㈱ 環境整備
代表取締役 廣 田 健 史

東 京 都 墨 田 区 横 川 ３ − ９ − ３

電 話 0 3 − 3 6 2 2 − 3 0 8 1

正 会 員

㈱ クレハ環境
代表取締役	
社 長 並 川 昌 弘

福 島 県 い わ き 市 錦 町 四 反 田 ３ ０ 番 地

電 話 0 2 4 6 − 6 3 − 1 2 3 1

正 会 員

㈱ グローブ産業
代表取締役 砂 本 一 也

東 京 都 足 立 区 小 台 １ − ２ ３ − ９

電 話 0 3 − 5 2 8 4 − 8 0 0 4

正 会 員

クリーンサービス ㈱
代表取締役 佐 藤 高 紀

東 京 都 清 瀬 市 旭 が 丘 ２ − ３ ３ ６ − １

電 話 0 4 2 − 4 9 1 − 9 8 8 8

正 会 員

㈱ 環境テコム
代表取締役 高 橋 俊 夫

東 京 都 板 橋 区 仲 宿 ２ ７ − ３

電 話 0 3 − 5 9 4 3 − 2 0 2 0

正 会 員

㈱ 木下フレンド
代表取締役 木 下 公 次

埼 玉 県 所 沢 市 東 所 沢 和 田 ３ − １ − １ ０

電 話 0 4 − 2 9 4 4 − 3 7 3 7

正 会 員

㈱ クマクラ
代表取締役	
社 長 熊 倉 　 毅

埼 玉 県 新 座 市 畑 中 ３ − １ − ５

電 話 0 4 8 − 4 7 9 − 0 3 9 1

正 会 員

㈱ グーン
代表取締役	
会 長 兼 社長 藤 枝 慎 治

神 奈 川 県 横 浜 市 金 沢 区 鳥 浜 町 １ ７ − ３

電 話 0 4 5 − 7 6 9 − 2 5 2 6

正 会 員

㈲ 峡南環境サービス
代表取締役 河 澄 秋 芳

山 梨 県 南 ア ル プ ス 市 戸 田 ９ １ ６ − １ ８

電 話 0 5 5 − 2 8 4 − 4 5 4 3

正 会 員

㈱ ケイ・エム環境
代表取締役 宮 田 仁 史

埼 玉 県 吉 川 市 大 字 三 輪 野 江 ２ ３ ０ ０ − １

電 話 0 4 8 − 9 8 4 − 5 1 0 1
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正 会 員

コスモ理研 ㈱
代表取締役 山 内 一 真

東 京 都 台 東 区 柳 橋 １ − １ ４ − ６

電 話 0 3 − 5 8 2 0 − 1 2 2 9

正 会 員

㈱ 光洲産業
代表取締役 光 田 栄 吉

神奈川県川崎市高津区久地４−１０−１１

電 話 0 4 4 − 8 2 2 − 0 7 9 5

正 会 員

甲陽興産 ㈱
代表取締役 北 ⻆ 治 太
東 京 都 千 代 田 区 内 神 田 ２ − １ １ − ６

　　　　　喜助内神田ビル７F

電 話 0 3 − 6 2 0 6 − 0 5 3 3

正 会 員

㈱ 工　運
代表取締役 高 橋 雄 一

東 京 都 大 田 区 矢 口 １ − ２ ５ − １ ６

電 話 0 3 − 3 7 5 9 − 7 2 1 1

正 会 員

㈱ コーエイクリーン
代表取締役 渡 部 潤 也

埼 玉 県 八 潮 市 木 曽 根 ５ ４ ６ − １

電 話 0 4 8 − 9 9 4 − 1 1 5 3

正 会 員

㈱ 駒　形
代表取締役 黛 亙

東京都江戸川区南篠崎町３−２−４逸見ビル 201

電 話 0 3 − 6 6 3 8 − 3 3 1 3

正 会 員

㈱ こばやし産業
代表取締役 小 林 大 丈

埼 玉 県 朝 霞 市 上 内 間 木 ３ １ ７ − ５

電 話 0 4 8 − 4 5 6 − 1 1 5 1

正 会 員

㈲ 権田商事
代表取締役 権 田 秀 之

東 京 都 大 田 区 羽 田 旭 町 １ − １ ６

電 話 0 3 − 3 7 4 5 − 3 0 8 3

正 会 員

株式会社 敬隣舎
代表取締役	
社 長 鈴 木 允 晴

東 京 都 板 橋 区 小 茂 根 ４ − ２ − １

電 話 0 3 − 3 9 5 8 − 0 5 0 1

正 会 員

栄運輸 ㈱
代表取締役 鈴 木 尚 紀

東 京 都 葛 飾 区 水 元 １ − ２ ２ − ５ ６

電 話 0 3 − 3 6 0 9 − 2 8 4 0

正 会 員

㈱ 小見山商事
代表取締役 小 見 山 銀 蔵

埼 玉 県 狭 山 市 広 瀬 台 ２ − ７ − ３

電 話 0 4 − 2 9 5 3 − 8 8 4 1

正 会 員

相模原紙業 ㈱
代表取締役 鈴 木 雅 男

神奈川県相模原市中央区南橋本１−１８−１５

電 話 0 4 2 − 7 7 3 − 3 5 0 8

正 会 員

㈱ 昌和プラント
代表取締役 廣 木 直 江

神奈川県横浜市中区万代町２−３−１

電 話
神奈川県愛甲郡愛川町中津６９５７

本 社

厚木工場
0 4 6 − 2 8 5 − 8 1 1 1

電 話 0 4 5 − 6 8 1 − 9 0 2 7

正 会 員

㈱ ＪＲ東日本環境アクセス
代表取締役	
社 長 向 山 路 一

東 京 都 台 東 区 東 上 野 ３ − ４ − １ ２

電 話 0 3 − 3 8 3 6 − 1 5 5 1

正 会 員

㈱ 完山金属
代表取締役 完 山 一 範

東 京 都 八 王 子 市 館 町 ４ ６ ８ − ２

電 話 0 4 2 − 6 6 1 − 4 4 0 8

正 会 員

三東運輸 ㈱
代表取締役 田 口 裕 康

東 京 都 江 戸 川 区 篠 崎 町 ３ − １ ２ − ６

電 話 0 3 − 3 6 7 0 − 3 1 0 1

正 会 員

㈱ ＪＲＳ
代表取締役 鷹 取 　 賢

東 京 都 昭 島 市 大 神 町 ４ − １ １ ５ ２

電 話 0 4 2 − 5 4 6 − 2 1 0 1

正 会 員

シグマテック 株式会社
代表取締役 深 江 伯 史

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 富 沢 町 ５ − ４

電 話 0 3 − 5 6 5 1 − 2 2 0 1

正 会 員

品川運輸 ㈱
代表取締役 毛 塚 久 恵

東 京 都 品 川 区 東 大 井 ２ − １ − ８

電 話 0 3 − 3 7 6 1 − 0 1 6 5

正 会 員

㈱ 首都圏環境美化センター
代表取締役 斉 京 由 勝

東 京 都 足 立 区 入 谷 ９ − ２ １ − １ ９

電 話 0 3 − 3 8 5 6 − 8 1 4 4

正 会 員

ＪＸ金属髙商 ㈱
代表取締役	
社 長 齋 藤 昭 夫
東 京 都 中 央 区 日 本 橋 ３ − ２ − ５

電 話 0 3 − 6 4 3 3 − 6 9 0 0

正 会 員

三光 ㈱
代表取締役	
社 長 三 輪 昌 輝

鳥 取 県 境 港 市 昭 和 町 ５ − １ ７

電 話 0 8 5 9 − 4 4 − 5 3 6 7

正 会 員

Ｊ & Ｔ環境 ㈱
代表取締役 露 口 哲 男

電 話 0 4 4 − 3 3 0 − 9 4 8 0

神 奈川県川崎市幸区堀川町５８０
　　　ソリッドスクエア東館９Ｆ

川崎本社

正 会 員

ジャパンウェイスト ㈱
代表取締役	
社 長 中 西 広 幸
東京都中央区日本橋茅場町２−１２−１０

PMO  EX 日本橋茅場町 8F

電 話 0 3 − 6 6 6 1 − 2 3 2 7
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正 会 員

㈱ スイーピングサービス
代表取締役 田 邉 昌 志

東 京 都 あ き る 野 市 瀬 戸 岡 ３ ６ ０ − １

電 話 0 4 2 − 5 9 7 − 6 1 1 1

正 会 員

Ｓ . Ｐ . Ｅ . Ｃ . ㈱   エコレ城南島
取 締 役	
工 場 長 佐 々 木 浩 志

東 京 都 大 田 区 城 南 島 ３ − ２ − ８

電 話 0 3 − 5 7 5 5 − 9 8 8 4

正 会 員

㈱ 全公研
代表取締役 松 田 智 之

東 京 都 江 東 区 南 砂 １ − ６ − １ １

電 話 0 3 − 3 6 4 9 − 8 0 6 1

正 会 員

㈱ 関商店
代表取締役 吉 田 　 潤

埼 玉 県 久 喜 市 久 喜 中 央 １ − １ ０ − １ １

電 話 0 4 8 0 − 2 3 − 5 5 5 8

正 会 員

新和環境 ㈱
代表取締役 梁 川 　 哲

東 京 都 新 宿 区 西 早 稲 田 ２ − ２ １ − １ ２

電 話 0 3 − 3 2 0 8 − 5 0 4 7

正 会 員

㈱ シンシア
代表取締役	
社 長 増 田 洋 介
東 京 都 品 川 区 南 大 井 ６ − ２ ６ − ３

　　　　　大森ベルポートD館 6F

電 話 0 3 − 3 7 6 4 − 5 3 0 0

正 会 員

㈲ 新城重機
代表取締役 新 城 敬 太

東 京 都 武 蔵 村 山 市 伊 奈 平 １ − ５ ９ − １

電 話 0 4 2 − 5 2 0 − 7 2 4 5

正 会 員

白井運輸 ㈱
代表取締役 白 井 　 護

東 京 都 足 立 区 鹿 浜 ３ − ２ ８ − ７

電 話 0 3 − 3 8 9 7 − 1 3 3 1

正 会 員

㈱ 新東京開発
代表取締役 林 　 伸 孝

千 葉 県 松 戸 市 常 盤 平 陣 屋 前 ３ − ２ １

電 話 0 4 7 − 3 8 3 − 5 3 5 3

正 会 員

仙台環境開発 株式会社
代表取締役 櫻 井 　 慶
（東京営業所）
東京都千代田区平河町２−４−５　平河町Ｋビル 2F

電 話 0 3 − 5 2 1 5 − 5 0 0 4

正 会 員

㈱ 伸和運輸
代表取締役 宮 﨑 琢 朗

東 京 都 世 田 谷 区 船 橋 ７ − ２ ０ − １ ４

電 話 0 3 − 3 4 8 2 − 8 4 7 5

正 会 員

総合商社 桂商店 ㈱
代表取締役 桂 　 義 雄

千 葉 県 千 葉 市 若 葉 区 大 宮 町 １ ９ ５ ９ − ２

電 話 0 4 3 − 3 0 9 − 4 1 1 1

正 会 員

千代田鉱砕 ㈱
代表取締役 伊 藤 公 一

千 葉 県 柏 市 風 早 ２ − ３ − ６

電 話 0 4 − 7 1 9 2 − 2 1 5 0

正 会 員

㈱ 高木造園
代表取締役 高 木 久 隆

東 京 都 あ き る 野 市 野 辺 ３ ９ ９ − ７

電 話 0 4 2 − 5 5 9 − 3 8 0 3

正 会 員

㈱ 大東運輸
代表取締役 小 林 剛 顕

東 京 都 江 東 区 新 木 場 ２ − １ ４ − １

電 話 0 3 − 3 5 2 1 − 7 3 1 1

正 会 員

第三東海 ㈱
代表取締役 仙 頭 宏 史

東 京 都 千 代 田 区 神 田 神 保 町 １ − ２

電 話 0 3 − 3 2 9 2 − 0 1 3 5

正 会 員

大興運輸倉庫 ㈱
代表取締役 片 山 　 饒

東 京 都 江 東 区 枝 川 ２ − ７ − ８

電 話 0 3 − 5 6 5 3 − 0 7 0 0

正 会 員

第一輸送 ㈱
代表取締役 篠 原 周 治

東 京 都 足 立 区 加 賀 １ − １ ２ − ９

電 話 0 3 − 3 8 5 5 − 0 1 8 8

正 会 員

㈲ 髙　興
代表取締役 石 川 市 郎

東 京 都 八 王 子 市 高 月 町 ５ １ ５

電 話 0 4 2 − 6 9 1 − 1 9 1 9

正 会 員

㈱ 貴　藤
代表取締役 池 ノ 谷 新 吾

東 京 都 昭 島 市 拝 島 町 ３ − １ − ３

電 話 0 4 2 − 5 4 5 − 6 0 2 7

正 会 員

鷹取建材 ㈱
代表取締役 鷹 取 　 賢

神 奈 川 県 相 模 原 市 緑 区 川 尻 ５ ２ １ ８ − １

電 話 0 4 2 − 7 8 3 − 0 7 7 3

正 会 員

㈱ 第一建設
代表取締役 松 本 秀 昭

東 京 都 福 生 市 大 字 熊 川 １ ４ ３ ８ − １ ０

電 話 0 4 2 − 5 5 2 − 3 0 2 1

正 会 員

㈱ 調布清掃
代表取締役 梶 原 良 介

東 京 都 調 布 市 深 大 寺 東 町 ５ − ８ − １

電 話 0 4 2 − 4 8 5 − 1 1 6 6

正 会 員

㈱ タケエイ
代表取締役	
社 長 阿 部 光 男

東京都港区芝公園２−４−１　Ａ−１０Ｆ

電 話 0 3 − 6 3 6 1 − 6 8 3 0
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正 会 員

東京エコリサイクル ㈱
代表取締役	
社 長 志 田 勝 巳

東 京 都 江 東 区 若 洲 ２ − ８ − ２ １

電 話 0 3 − 3 5 2 2 − 6 6 9 0

正 会 員

㈱ 東京クリアセンター
代表取締役	
社 長 熊 木 　 浩
東 京 都 千 代 田 区 永 田 町 ２ − ４ − ３

　　　　　永田町ビル９Ｆ

電 話 0 3 − 5 1 5 7 − 1 8 8 1

正 会 員

ティー･ビー・ロジスティックス ㈱
代表取締役 相 川 和 政

埼 玉 県 八 潮 市 大 字 浮 塚 １ ０ ０ 番 地

電 話 0 4 8 − 9 9 4 − 1 3 1 1

正 会 員

都築鋼産 ㈱
代表取締役	
社 長 都 築 　 基

東 京 都 足 立 区 新 田 １ − １ ０ − １ ９

電 話 0 3 − 3 9 1 4 − 8 5 1 1

正 会 員

東京医療クリーン事業協同組合
代 表 理 事 宮 田 喜 代 美

東 京 都 豊 島 区 西 池 袋 ２ − ２ ９ − １ ９

電 話 0 3 − 3 5 9 0 − 8 0 0 0

正 会 員

㈱ ＴＯＡシブル
代表取締役 安 池 慎 一 郎

千 葉 県 八 千 代 市 上 高 野 １ ７ ２ ８ − ５

電 話 0 4 7 − 4 8 5 − 7 1 8 9

正 会 員

ＴＭＬ ㈱
代表取締役 青 山 貴 好

東 京 都 大 田 区 京 浜 島 ２ − １ 9 − １ 0

電 話 0 3 − 3 7 9 0 − 2 8 8 2

正 会 員

公益財団法人 東京都環境公社
理 事 長 小 川 謙 司
東 京 都 墨 田 区 江 東 橋 ４ − ２ ６ − ５

　　　　　東京トラフィック錦糸町ビル８Ｆ

電 話 0 3 − 3 6 4 4 − 2 1 8 9

正 会 員

東京トリムテック ㈱
代表取締役 最 上 　 修

東 京 都 品 川 区 西 五 反 田 １ − ２ ５ − １

電 話 0 3 − 3 4 9 2 − 3 4 3 0

正 会 員

東京産資源 ㈱
代表取締役 塩 入 春 孝

東 京 都 江 東 区 東 砂 ５ − １ ４ − １ ７

電 話 0 3 − 3 6 4 5 − 6 1 3 1

正 会 員

㈲ 東京斫り
代表取締役 上 杉 大 樹

東京都江戸川区松江４−１７−３−３０７

電 話 0 3 − 3 6 5 2 − 5 0 4 2

正 会 員

東京パワーテクノロジー ㈱
代表取締役	
社 長 塩 川 和 幸

東 京 都 江 東 区 豊 洲 ５ − ５ − １ ３

電 話 0 3 − 6 3 7 2 − 7 0 0 0

正 会 員

中村産業 ㈱
代表取締役
社 長 中 村 英 生

東 京 都 江 東 区 豊 洲 ６ − ６ − ６

電 話 0 3 − 6 6 3 3 − 0 1 8 9

正 会 員

中野運輸 ㈱
代表取締役 松 原 美 紀 子

東 京 都 中 野 区 丸 山 １ − ２ − １

電 話 0 3 − 3 3 8 7 − 4 3 5 6

正 会 員

東京レンダリング協同組合
代 表 理 事 徳 田 昌 彦

東 京 都 墨 田 区 東 墨 田 １ − ９ − １

電 話 0 3 − 3 6 1 9 − 5 5 1 6

正 会 員

東都運業 株式会社
代表取締役 酒 井 大 作

東 京 都 葛 飾 区 奥 戸 ３ − ２ ３ − ２ ８

電 話 0 3 − 3 6 9 6 − 4 6 1 1

正 会 員

㈱ 東武クリエイティブ
代表取締役	
社 長 垣 入 淳 樹

東 京 都 足 立 区 西 伊 興 １ − ２ − ８

電 話 0 3 − 3 8 9 9 − 2 2 5 1

正 会 員

東武清掃 ㈱
代表取締役	
社 長 津 島 英 世

東 京 都 足 立 区 西 伊 興 １ − ６ − ２ ８

電 話 0 3 − 3 8 9 9 − 2 0 0 4

正 会 員

㈱ トキワ薬品化工
代表取締役 伊 丹 重 貴

神 奈 川 県 横 浜 市 旭 区 上 川 井 町 ３ ７ ６

電 話 0 4 5 − 9 2 1 − 3 2 6 4

正 会 員

㈱ トベ商事
代表取締役 戸 部 智 史

東 京 都 北 区 王 子 ５ − １ ０ − １

電 話 0 3 − 5 9 0 2 − 3 2 0 2

正 会 員

㈱ トリデ
代表取締役 佐 藤 英 生

電 話 0 4 2 − 5 7 6 − 9 7 5 0

東京都府中市西原町４−１７−５３本 社
事務所 東 京 都 国 立 市 泉 ３ − ２ ８ − １

正 会 員

内藤産業 ㈱
代表取締役 内 藤 信 也

東 京 都 町 田 市 小 野 路 町 ２ ３ ２ ４ − １

電 話 0 4 2 − 7 3 4 − 0 5 3 8

正 会 員

㈲ 長岡商店
代表取締役 長 岡 秀 明

電 話
東 京 都 八 王 子 市 明 神 町 ２ −１０ −１５本 社
0 4 2 − 6 4 2 − 6 3 7 3

上川営業所 電 話 0 4 2 − 6 5 4 − 0 5 6 4

正 会 員

㈱ 中　村
代表取締役 戸 村 勝 秀

東 京 都 杉 並 区 上 高 井 戸 ３ − ２ − ２ ３

電 話 0 3 − 3 3 0 2 − 5 1 5 6
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正 会 員

西東京医師協同組合
理 事 長 子 田 純 夫

東 京 都 立 川 市 柴 崎 町 ３ − １ ６ − １ １

電 話 0 4 2 − 5 2 4 − 6 4 1 1

正 会 員

日栄産業 ㈱
代表取締役	
社 長 吉 本 花 子

東 京 都 大 田 区 京 浜 島 ３ − ５ − ２

電 話 0 3 − 3 7 9 0 − 7 4 0 0

正 会 員

日興サービス ㈱
代表取締役 山 口 　 徹

埼 玉 県 戸 田 市 笹 目 北 町 １ ４ − １ ９

電 話 0 4 8 − 4 2 1 − 9 4 3 1

正 会 員

日盛運輸 ㈱
代表取締役	
社 長 宇 田 川 幸 一

東 京 都 江 戸 川 区 篠 崎 町 ３ − １ − １ １

電 話 0 3 − 3 6 7 8 − 1 1 0 0

正 会 員

㈱ ナンセイ
代表取締役 稻 福 　 誠

東 京 都 江 戸 川 区 中 葛 西 ５ − ２ ０ − ７

電 話 0 3 − 3 8 7 7 − 5 0 2 6

正 会 員

㈱ 西商店
代表取締役 西 　 義 雄

東 京 都 大 田 区 池 上 ６ − ２ ８ − ５

電 話 0 3 − 3 7 5 4 − 2 4 4 1

正 会 員

那須興産 ㈱
代表取締役 柴 　 健 一

東 京 都 板 橋 区 高 島 平 ２ − ２ − ９

電 話 0 3 − 5 9 7 0 − 3 8 2 5

正 会 員

㈱ 日成ストマック・トーキョー
代表取締役 畠 山 孟 賛

東 京 都 江 戸 川 区 東 葛 西 ３ − １ ７ − １ ５

電 話 0 3 − 5 6 7 6 − 0 5 5 5

正 会 員

日晴ビジネス ㈱
代表取締役 永 井 　 剛

東 京 都 文 京 区 本 郷 ５ − ２ ４ − ３

電 話 0 3 − 5 8 0 0 − 2 6 2 6

正 会 員

日曹金属化学 ㈱
代表取締役	
社 長 赤 川 彰 一

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 兜 町 ２ １ − ７

電 話 0 3 − 4 5 8 6 − 7 8 9 2

正 会 員

日東消毒 ㈱
代表取締役 弓 座 一 臣

千 葉 県 木 更 津 市 八 幡 台 ２ − ２ − １

電 話 0 4 3 8 − 3 7 − 3 5 9 5

正 会 員

日本衛生 ㈱
取締役社長 澤 谷 勇 一

東 京 都 足 立 区 入 谷 ９ − ３ ０ − １ ０

電 話 0 3 − 3 8 5 3 − 6 0 6 1

正 会 員

㈲ 原島組
代表取締役 原 島 和 敏

東 京 都 昭 島 市 中 神 町 １ − １ ４ − ６

電 話 0 4 2 − 5 4 1 − 7 8 7 5

正 会 員

㈲ 八栄興業
代表取締役 鵜 家 き よ

東 京 都 西 東 京 市 芝 久 保 町 ５ − ４ − ９

電 話 0 4 2 − 4 6 5 − 5 5 2 5

正 会 員

日本スタンド鉱油 ㈱
代表取締役 長 瀬 英 次

東 京 都 葛 飾 区 柴 又 ６ − ３ − ６

電 話 0 3 − 3 6 5 0 − 9 7 6 7

正 会 員

日本設備保全 ㈱
代表取締役 前 田 隆 幸

東 京 都 稲 城 市 坂 浜 １ ０ ２ − ５

電 話 0 4 2 − 3 1 3 − 8 3 0 0

正 会 員

日本トリート ㈱
代表取締役 臼 井 淳 一 郎

東 京 都 世 田 谷 区 上 馬 ３ − ７ − ８

電 話 0 3 − 3 4 2 4 − 2 0 2 0

正 会 員

日本環境 ㈱

東 京 都 港 区 芝 ３ − １ ５ − １ ５

　　　　　　櫻井ビル８Ｆ

正 会 員

㈱ 日本協力

東 京 都 江 東 区 潮 見 １ − ６ − ２

電 話 0 3 − 3 6 4 0 − 4 7 7 7

代表取締役会長 渡 辺 省 吾
川 上 和 章代表取締役社長

正 会 員

㈱ 日本シューター
代表取締役 石 山 敏 彦

東 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 河 台 ２ − ９

電 話 0 3 − 3 5 1 8 − 8 6 7 0

正 会 員

日本メディカル・ウェイスト・マネジメント ㈱
代表取締役 金 原 曉 治

東 京 都 港 区 芝 １ − １ ５ − １ ４

電 話 0 3 − 3 7 9 8 − 4 7 0 3

正 会 員

野村興産 ㈱
代表取締役	
社 長 藤 原 　 悌
東 京 都 中 央 区 日 本 橋 堀 留 町 ２ − １ − ３

　　　ヤマトインターナショナル日本橋ビル

電 話 0 3 − 5 6 9 5 − 2 5 3 0

正 会 員

バイオエナジー ㈱
代表取締役 盛 下 　 学

東 京 都 中 央 区 新 川 ２ − ５ − ２

電 話 0 3 − 5 5 4 0 − 4 2 2 5

正 会 員

㈱ 浜　田
常務取締役	
東 京 支 社長 小 林 政 彦
東 京 都 新 宿 区 四 谷 ４ − 32 − ４ 

四谷 4丁目 32番 4号ビル 3F

電 話 0 3 − 6 4 5 9 − 1 3 5 2
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正 会 員

㈲ ビー・アイ・エル
代表取締役 武 藤 廣 見

東 京 都 北 区 東 田 端 ２ − ８ − ７

電 話 0 3 − 3 8 9 3 − 7 4 8 0

正 会 員

株式会社 日向興発
代表取締役 前 田 弘 貴

東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 ４ − １ ３ − ６

電 話 0 3 − 5 3 3 3 − 0 2 8 3

正 会 員

㈱ フジ・トレーディング
代表取締役 大 羽 敬 子

東 京 都 東 大 和 市 向 原 ４ − ２ ９ − ９

電 話 0 4 2 − 5 6 5 − 7 7 2 2

正 会 員

㈱ 藤原土建
代表取締役 丸 島 寛 範

東 京 都 狛 江 市 元 和 泉 ３ − ６ − １ ３

電 話 0 3 − 3 4 8 8 − 5 1 5 9

正 会 員

㈲ 古川新興
代表取締役 古 川 幸 司

東 京 都 府 中 市 是 政 ３ − ６ ５ − １

電 話 0 4 2 − 3 6 5 − 2 2 3 1

正 会 員

㈱ 福井商店
代表取締役 赤 羽 敏 宏

東 京 都 千 代 田 区 内 神 田 ２ − ４ − ２

電 話 0 3 − 3 2 5 2 − 3 8 9 6

正 会 員

㈲ フロンティア
代表取締役 小 森 康 一

東 京 都 足 立 区 辰 沼 ２ − １ ７ − ７

電 話 0 3 − 5 6 1 3 − 8 2 5 1

正 会 員

㈱ ペエックス
代表取締役 伊 藤 伸 夫

東 京 都 稲 城 市 大 丸 １ ４ ８ １ − ３

電 話 0 4 2 − 3 7 8 − 2 1 2 1

正 会 員

ベル・テック ㈱
代表取締役 鈴 木 照 明

東京都江戸川区中央３−６−１４ 三家第一ビル１Ｆ

電 話 0 3 − 5 8 7 9 − 5 0 5 0

正 会 員

富士建興 ㈱
代表取締役 橋 場 泰 雄

東 京 都 千 代 田 区 九 段 北 １ − １ ４ − １ ３

電 話 0 3 − 3 2 6 5 − 2 3 5 1

正 会 員

㈱ まごころ清掃社
代表取締役 高 野 正 人
東 京 都 八 王 子 市 長 房 町 １ ２ ６ − ２
電話（フリーダイヤル）

0 1 2 0 − 5 3 8 − 0 5 6

正 会 員

㈱ マスヒロ
代表取締役 桝 満 和 洋

埼 玉 県 三 郷 市 早 稲 田 １ − １ ４ − １ ８

電 話 0 4 8 − 9 5 7 − 7 7 4 9

正 会 員

山大物産 ㈱
代表取締役 山 下 逸 郎

埼 玉 県 新 座 市 大 和 田 ３ − １ ０ − ２ ６

電 話 0 4 8 − 4 8 1 − 3 8 4 5

正 会 員

㈱ 増渕商店
代表取締役 増 渕 千 人

東 京 都 板 橋 区 高 島 平 ７ − ４ − ３　 ２ Ｆ

電 話 0 3 − 5 9 6 8 − 4 0 7 7

正 会 員

マスヒロ環境 ㈱
代表取締役 増 田 博 之

東 京 都 西 多 摩 郡 瑞 穂 町 長 岡 ２ − ５ − ２

電 話 0 4 2 − 5 5 6 − 0 3 0 8

正 会 員

松田産業 ㈱
代表取締役	
社 長 松 田 芳 明

東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 １ − ２ ６ − ２

電 話 0 3 − 5 3 8 1 − 0 0 0 1

正 会 員

㈲ 松村組
代表取締役 松 村 竜 二

東 京 都 府 中 市 日 新 町 ５ − ３ − ３

電 話 0 4 2 − 3 6 2 − 6 7 0 0

正 会 員

都清掃 ㈱
常務取締役 吉 野 猛 彦

東 京 都 足 立 区 佐 野 １ − ２ ８ − １ ０

電 話 0 3 − 3 6 0 6 − 0 1 3 5

正 会 員

松村ダスト ㈲
代表取締役 松 村 博 文

東 京 都 あ き る 野 市 舘 谷 ２ ５ １ − １

電 話 0 4 2 − 5 9 6 − 4 9 5 9

正 会 員

㈱ 明和運輸
代表取締役 植 田 　 毅

東 京 都 足 立 区 宮 城 １ − ６ − １ ２

電 話 0 3 − 3 9 1 1 − 6 1 2 6

正 会 員

村上工業 ㈱
代表取締役 村 上 隆 秀

東 京 都 国 立 市 西 ２ − ２ ０ − ６

電 話 0 4 2 − 5 7 3 − 1 3 9 5

正 会 員

㈱ 山一商事
代表取締役 松 本 大 輔

東 京 都 港 区 六 本 木 ７ − １ ５ − １ ４

電 話 0 3 − 3 4 2 3 − 8 1 1 3

正 会 員

山下産業 ㈱
代表取締役 山 下 栄 雄

山 梨 県 北 杜 市 須 玉 町 若 神 子 ５ ２ ８ ０

電 話 0 5 5 1 − 4 2 − 4 8 4 8

正 会 員

㈱ ヤマゼン
代表取締役 山 﨑 公 信

電 話 0 5 9 5 − 3 9 − 9 4 1 0
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正 会 員

㈱ ヨシモリ
代表取締役 高 橋 安 繁

東 京 都 足 立 区 関 原 １ − １ ２ − ２

電 話 0 3 − 3 8 4 8 − 2 3 4 5

正 会 員

山田設備工業 ㈱
代表取締役 山 田 有 司

東 京 都 日 野 市 大 坂 上 ２ − ２ − ７

電 話 0 4 2 − 5 8 4 − 0 8 7 9

正 会 員

㈱ 和光サービス
代表取締役 山 田 邦 光

千 葉 県 白 井 市 河 原 子 ３ ２ ７ 番 地

電 話 0 4 7 − 4 9 1 − 5 3 0 5

正 会 員

㈱ リスト
代表取締役 遠 藤 重 雄

東 京 都 国 立 市 矢 川 ３ − ２ ３ − １ １

電 話 0 4 2 − 5 7 2 − 1 3 0 0

正 会 員

㈱ ワイエムエコフューチャー
代表取締役 加 瀬 博 章

埼 玉 県 草 加 市 青 柳 ２ − ７ − ４ ５

電 話 0 4 8 − 9 3 3 − 3 0 0 4

正 会 員

㈱ ヨドセイ
代表取締役 青 栁 文 夫

東 京 都 豊 島 区 東 池 袋 ２ − ３ ８ − ２ ０

電 話 0 3 − 3 9 8 5 − 8 8 0 1

正 会 員

和興テクノ ㈱
代表取締役 村 上 洋 一

東 京 都 千 代 田 区 外 神 田 ６ − ５ − ４

電 話 0 3 − 6 2 6 5 − 3 9 2 0

正 会 員

㈲ 屋満登興業
代表取締役 佐 藤 圭 一
東 京 都 三 鷹 市 野 崎 ２ − ８ − １

クラウンビル２０１

電 話 0 4 2 2 − 3 0 − 9 1 8 5

賛 助 会 員

株式会社 環境管理センター
上席執行役員	
営 業 本 部長 堀 　 宏 一 郎
東 京 都 千 代 田 区 内 神 田 ２ − １ ４ − ４

　　　　　内神田ビルディング３Ｆ

電 話 0 3 − 6 2 0 6 − 4 3 2 1

賛 助 会 員

社会保険労務士・行政書士  今井まさみ事務所
代 表 今 井 正 美

東 京 都 足 立 区 西 新 井 ３ − ５ − １ − ３ １ ０

電 話 0 3 − 6 8 0 7 − 1 9 5 8

正 会 員

㈱ リノグレス
代表取締役 木 村 清 貴

東 京 都 八 王 子 市 大 谷 町 ４ ８ １

電 話 0 4 2 − 6 6 0 − 0 5 1 5

賛 助 会 員

㈱ 環境と開発
代表取締役 田 邉 陽 介

東 京 都 台 東 区 上 野 ５ − １ ５ − １ ４　 ９F

電 話 0 3 − 6 6 6 1 − 7 1 7 4

引 越 い た し ま し た 賛 助 会 員

トライシクル ㈱
代表取締役 福 田 　 隆
東 京 都 品 川 区 南 大 井 ６ − ２ ６ − ３

大森ベルポートD館  ８Ｆ

電 話 0 3 − 6 4 1 0 − 8 7 8 0

賛 助 会 員

行政書士　笹島総合事務所
代 表	
特定行政書士 笹 島 潤 也

東 京 都 北 区 田 端 ６ − ４ − ８

電 話 0 3 − 5 8 3 2 − 4 6 7 0

賛 助 会 員

行政書士法人 
産廃コンサルティング総合事務所
代 表	
特定行政書士 北 村 　 亨
千 葉 県 市 川 市 市 川 １ − ２ ２ − １ ０
電 話 0 4 7 − 7 1 1 − 0 8 4 7

賛 助 会 員

サナート行政書士事務所
代 表	
特定行政書士 下 方 和 美
東 京 都 千 代 田 区 霞 が 関 ３ − ７ − １

霞が関東急ビル２０２

電 話 0 3 − 6 5 5 0 − 9 4 9 7

賛 助 会 員

全国オイルリサイクル協同組合
理 事 長 安 池 慎 一 郎

東 京 都 中 央 区 京 橋 ２ − ６ − ６

電 話 0 3 − 5 2 5 0 − 5 0 8 6

賛 助 会 員

㈱ ＪＥＭＳ
代表取締役 須 永 裕 毅

茨 城 県 つ く ば 市 東 新 井 ３ １ − １ ３

電 話 0 2 9 − 8 6 3 − 7 2 1 5

賛 助 会 員

㈱ ゼスト
代表取締役 白 石 恭 隆

東京都中央区銀座７−１２−４ 友野本社ビル８Ｆ

電 話 0 3 − 6 2 7 7 − 3 4 7 7

賛 助 会 員

㈱ タウ　横浜支店
横浜支店長 御 園 生  啓 寿
神 奈 川 県 横 浜 市 中 区 相 生 町 ６ − １ １ ３ 

オーク桜木町ビル 10Ｆ

電 話 0 4 5 − 2 1 0 − 0 2 1 5

賛 助 会 員

㈱ 高見沢分析化学研究所
代表取締役 佐 藤 英 樹

埼 玉 県 さ い た ま 市 桜 区 西 堀 ６ − ４ − ２ ８

電 話 0 4 8 − 8 6 1 − 0 2 8 8

賛 助 会 員

クリーントーキョウ協同組合

東京都千代田区神田淡路町２−１０−１４

電 話 0 3 − 6 8 1 1 − 7 0 1 1

賛 助 会 員

ＤＯＷＡエコシステム ㈱
取 締 役
ウエステック事業部長 中 村 達 也
東 京 都 千 代 田 区 外 神 田 ４ − １ ４ − １

　　　　　秋葉原ＵＤＸ２２Ｆ

電 話 0 3 − 6 8 4 7 − 1 2 3 1

賛 助 会 員

一般社団法人 東京建物解体協会
会 長 藤 井 　 誠

東京都中央区八丁堀３−１０−１ 章山堂ビル４０１

電 話 0 3 − 3 5 5 1 − 1 0 7 5
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賛 助 会 員

日立建機日本 ㈱
東 京 支 店
支 店 長 永 野 大 輔

埼 玉 県 草 加 市 弁 天 ５ − ３ ３ − ２ ５

電 話 0 4 8 − 9 3 5 − 7 3 4 1

賛 助 会 員

内藤環境管理 ㈱
代表取締役
社 長 内 藤 　 岳

埼玉県さいたま市南区大字太田窪 2051 − 2

電 話 0 4 8 − 8 8 7 − 2 5 9 0

賛 助 会 員

㈱ 御池鐵工所
代表取締役 小 林 秀 匡

広 島 県 福 山 市 神 辺 町 川 南 ３ ９ ６ − ２

電 話 0 8 4 − 9 6 3 − 5 5 0 0

賛 助 会 員

㈱ ドラＥＶＥＲ
代表取締役 岡 野 照 彦
東 京 都 港 区 西 新 橋 ３ − １ ５ − １ ２

西新橋ＪＫビル 2Ｆ

電 話 0 3 − 6 3 7 1 − 4 1 9 2

賛 助 会 員

日建リース工業 ㈱  物流東京支店
支 店 長 中 澤 智 道
東 京 都 江 東 区 新 砂 １ − ６ − ３ ５

ＪＭＦビル東陽町０２  ３Ｆ

電 話 0 3 − 4 3 3 2 − 1 3 5 7

一 般 社 団 法 人

東京都産業資源循環協会

会 長	 鈴 木 宏 和
専 務 理 事	 鈴 木 研 二
事 務 局 長	 木 村 尊 彦

 	 佐 伯 初 美
 	 髙 野 清 花
 	 松 田 和 泉
 	 深 井 裕 香
 	 小 熊 朋 恵
 	 中 澤 宏 子

広報委員会
委 員 長	 森    雅 裕
副 委 員 長	 吉 本 花 子
副 委 員 長	 大 崎 秀 也
	 福 田    隆
	 吉 野 猛 彦
	 佐 野 藤 治
	 小 林    豊
	 望 月 麻 子
	 石 野 伸 一

塩 沢 美 樹機 関 誌
編 集 担 当


